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設
居
内
落
寛
文
の
改
革
に
ワ
い
て

ム
ハ
入

調
馬
藩
寛
文
の

改
甫革

に
つ

大

揺さ

太

夫

の
て

失

脚

檎

垣

フじ

士
口

江
戸
時
代
の
幕
語
体
制
下
に
於
け
る
諸
落
の
中
に
あ
っ
て
、
封
馬
藩
は
共
の
地
理
的
批
命
目
的
性
格
に
於
い
て
最
も
顕
著
な
特
質
一
有
す
る
も

の
ぞ
あ
ろ
う
。
而
し
て
江
戸
時
代
初
期
の
封
馬
藩
政
史
上
先
歩
注
討
す
べ
き
も
の
に
寛
文
四
年
を
頂
貼
と
す
る
藩
政
改
革
が
あ
る
。
と
の
改
革

は
b
が
西
理
の
小
藩
が
後
期
封
建
枇
舎
の
初
頭
に
雷
っ
て
そ
の
課
せ
ら
れ
た
る
問
題
を
如
何
に
解
決
し
た
か
を
物
語
る
貼
に
於
い
て
叉
後
代
に

少
な
か
ら
ね
影
響
を
輿
え
た
鮪
に
於
い
て
特
に
留
意
す
べ
き
事
象
で
あ
る
。

近
世
D
釘
馬
に
と
っ
て
一
つ
の
分
水
嶺
を
な
す
こ
の
改
革
D
建
行
に
営
っ
て
最
も
重
要
な
佼
割
配
演
じ
た
の
は
犬
浦
樺
大
夫
と
絹
せ
ら
れ
る

人
物
で
、
我
々
は
先
や
此
白
人
物
の
本
質
と
、
そ
れ
が
如
伺
に
改
革
に
作
用
し
た
か
を
研
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

大
浦
擢
太
夫
mw
登問問

殆
ん
H
C
綿
ベ
て
O
藩
政
改
革
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
野
島
貫
文
心
改
革
も
先
づ
改
革
を
必
要
と
し
た
も
り
は
藩
心
財
政
窮
乏
で
あ
っ
た
ω

民一

文
時
慶
長
殺
が
酎
馬
藩
に
輿
え
た
影
響
は
深
刻
な
も
白
が
あ
り
、
此
D
戦
闘
が
封
馬
の
上
下
に
興
え
た
創
時
間
は
容
易
に
癒
え
や
寛
永
十
二
年

広
起
っ
た
柳
河
騒
動
の
如
、
き
も
藩
の
支
配
機
構
が
統
制
力
乞
失
っ
た
こ
と
乞
一
ポ
す
一
例
で
あ
る
う
。

而
し
て
文
総
慶
長
伎
の
経
済
的
肢
局
が
現
わ
れ
た
の
は
寓
治
元
年
藩
主
農
民
（
の
頃
で
此
の
年
を
以
て
邦
輩
に
す
ぎ
な
か
っ
た
大
浦
樺
太
夫
が

特
に
知
行
を
輿
え
ら
れ
、

一
一
溶
の
財
政
を
掌
握
す
る
こ
と
L

な
る
O
で
あ
る
。

即
ち
営
時
藩
債
は
毅
百
高
隔
に
上
り
、
品
皆
勤
安
替
心
強
上
大
肢
に
於
い
て
銀
主
仲
間
の
者
ム
ム
ハ
は
藩
主
の
駕
寵
の
跡
先
き
陀
取
り
付
き
進
退
谷
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特
ニ

ま
る
有
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
樺
太
夫
が
白
か
ら
一
言
L
L
書
に
記
す
と
と
ろ
で
あ
り
、
義
異
の
偉
で
あ
る
天
龍
院
公
賓
録
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

藩
政
の
建
て
直
し
を
必
要
と
し
た
史
料
に
闘
し
℃
は
此
鹿
に
は
越
ぺ
な
い
が
、
樺
太
夫
が
何
故
に
登
用
さ
れ
る
に
至
？
た
か
、
そ
の
抜
擢
の

事
情
b
L
物
語
る
史
料
は
t

極
め
て
乏
し
く
今
日
そ
の
詳
細
乞
明
ら
か
に
す
る
こ
と
f
－
出
来
な
い
。
樺
太
夫
失
脚
す
る
や
不
調
法
、
不
作
法
な
る
樺

と
と
は
困
難
で
あ
る
。

太
夫
の
事
践
を
記
錯
す
る
に
及
ば
？
と
さ
れ
、
而
か
も
史
料
は
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
喜
ば
れ
な
か
れ
J

た
か
ら
、
今
日
正
確
な
事
置
を
把
握
す
る

註

一

「

釘

馬

藩
mu
奴
熔
と
被
官
」
（
九
州
文
化
史
研
究
防
総
要
一
）
多
民

註
ニ
こ
の
世
評
質
主
裏
書
き
す
る
今
一
円
J
O
史
料
は
藤
蛍
火
祭
の
健
太
失
致

援
の
矯
の
質
問
に
朝
日
し
て
瓦
駁
の
目
的
訟
以
て
用
意
さ
れ
た
落
嘗
局
り
記
録

で
あ
ワ
で
こ
の
事
件
、
乞
健
太
夫
り
策
器
に
程
即
し
て
い
る
o
即
ち
銀
、
去
か
ら
落

債
返
却
を
抽
出
ら
れ
た
榊
慎
太
夫
は

白
銀
返
鉾
有
之
様
こ
と
存
候
ρ

守
、
、
官
時
封
馬
守
殿
御
入
国
之
刻
、
へ
以
主
中

間
主
り
大
勢
人
を
出
し
、
裁
馬
守
殴
之
采
物
に
取
付
キ
訴
訟
申
候
へ
・
此
時

年
寄
共
主
出
し
理
有
之
尖
関
hu不
申
・
お
し
断
政
・
陪
・
候
ハ
マ
、
我
等
繕
尚
傍
銀

詩
ム
同
一
円
市
役
、
其
節
承
付
伎
と
て
罷
院
候
へ
」

と
一
相
場
山
芝
居
を
仕
組
ん
だ
o
そ
の
結
果

「
問
屋
敷
之
前
後
五
右
じ
輩
夜
ア
か
ま
ハ
す
相
詰
せ
い
／
＼
と
訴
訟
フ
由
市
伎
」

主
い
う
有
様
主
な

U
J
K－
と
一
式
う
の
で
あ
る
o
虞
偽
は
何
れ
と
も
決
し
難
い
が

何
れ
に
せ
い
み
落
財
政
の
行
詰
P
生
物
語
る
黙
に
於
い
て
は
結
果
に
於
い
て
向

亡
で
あ
一
る
。

先
今
大
浦
の
出
自
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
そ
の
出
生
す
ら
も
切
ら
か
V
な
い
。
唯
商
寅
功
者
の
も
の
と
し
て
前
藩
主
義
成
時
代
か
ら
既
に
手

昨
日
目

腕
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
紋
の
政
治
的
括
動
の
重
要
な
背
景
乞
詩
す
藤
堂
大
関
学
自
書
依
に
も

て
さ
せ
候
」
一
E
K

「
先
醤
馬
守
践
（
義
成
）
御
代
よ
り
借
銀
返
暁
難
成
儀
ニ
一
俣
市
畑
、
樺
太
夫
才
莞
を
以
℃
十
ヶ
年
乙
成
崩
（
な
し
く
や
し
〉
ユ
仕
リ
利
分
を
す

と
あ
り
、
相
官
巨
額
の
債
務
の
う
ち
利
子
を
除
き
元
金
の
十
年
賦
返
済
で
銀
主
主
納
得
せ
し
め
た
と
一
五
う
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
営
時
か
ら

手
腕
家
と
し
℃
知
ら
れ
て
い
た
も
の
に
相
違
な
い
。
伎
を
誹
詩
ナ
る
者
が
「
’
石
之
通
ニ
仕
成
じ
じ
ね
ん
と
只
今
之
校
目
申
付
候
様
一
一
仕
立
候
」

と
絹
し
て
い
る
の
は
故
草
者
と
し
て
の
彼
の
登
場
が
一
商
必
然
性
を
持
つ
も
の
で
る
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

叫
割
馬
藩
覚
交
の
改
革
に
づ
い
て

ノ、
九
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封
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

-[:; 

0 

併
し
彼
の
登
場
に
は
宗
氏
と
密
接
な
関
係
あ
ろ
藤
堂
高
布
引
が
重
要
な
侵
割
を
演
’
す
る
と
と
L
な
る
。

営
時
艶
馬
藩
の
重
庄
中
に
は
殆
ん
ど
人
材
な
く
難
局
窓
擢
営
ず
る
者
の
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
と
は
標
太
夫
が
そ
の
最
後
に
営
っ
て
屡
々
謹
ベ

で
い
る
工
」
と
ろ
で
あ
り
＼
搭
太
夫
失
脚
に
営
つ
て
の
多
く
の
史
料
を
見
て
も
確
乎
た
る
信
念
と
議
院
を
一
不
す
器
量
あ
る
も
白
は
見
営
ら
ぬ
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

樺
太
夫
の
名
が
漸
ゃ
く
現
わ
れ
る
の
は
絞
の
庭
刑
に
先
立
ヲ
と
と
十
二
年
、
承
陪
二
年
小
呑
に
任
命
さ
れ
た
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
伎
が
天
龍

院
義
国
民
の
時
代
に
営
っ
て
現
わ
れ
る
の
は
、
高
治
二
年
で
藩
の
日
記
十
一
月
廿
八
日
の
僚
に
「
犬
浦
樺
太
夫
成
友
一
一
御
知
行
被
下
」
と
あ
る
の

が
初
日
比
で
あ
る
。
伎
が
財
政
の
植
機
を
握
っ
た
の
は
と
の
時
か
ら
で
伎
の
活
岡
崎
は
こ
れ
以
後
の
七
年
間
で
あ
る
。
被
が
御
納
戸
銀
千
四
百
貫
を

預
け
ら
れ
た
D
も
此
の
時
か
ら
で
あ
り
所
謂
「
樺
太
夫
支
町
」
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

併
し
伎
が
買
の
謂
裁
模
の
確
立
の
必
要
そ
感
じ
、
而
し
て
之
を
獲
得
し
た
白
は
更
に
四
年
後
の
寛
文
二
年
、
失
脚
刑
死
の
四
年
前
で
あ
り
、

そ
D
意
味
に
於
い
て
大
規
模
な
棋
の
改
草
は
極
め
て
短
時
日
に
遊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

藤
制
と
土
地
制
度
の
根
本
内
改
革
を
前
に
し
て
強
烈
な
抵
抗
を
預
想
し
た
伎
が
擦
り
所
と
し
た
も
の
は
先
づ
藩
主
の
構
成
で
あ
り
営
時
精
弱

少
に
し
て
酒
癖
あ
る
義
民
に
依
存
す
る
こ
と
は
不
安
を
売
か
れ
な
u

い
か
ら
、

最
後
の
き
め
手
と
し
て
選
ん
だ
の
が
藤
堂
高
次
だ
っ
た
P
で
あ

る
寛
文
二
年
の
営
陣
藤
堂
高
共
が
、
精
此
の
無
名
の
財
政
改
革
者
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
高
弐
が
「
先
封
馬
守
（
義
成
）
関
代
に
は
名
古
宇

も
聞
き
及
ん
だ
こ
と
は
な
い
、
農
民
の
御
頼
み
の
時
大
油
樺
太
夫
と
取
す
名
、
苗
字
乞
開
い
た
の
が
初
ゐ
で
あ
る
」
と
一
一
百
っ
て
居
る
の
を
以
て

も
知
ら
れ
る
。

やエ
民
一
白

藤
俊
一
大
革
一
騎
名
に
高
次
藤
堂
高
虎
の
子
、
一
万
和
十
一
伊
七
月
廿
二
日

従
凶
位
下
待
従
に
任
じ
ら
れ
大
率
頭
と
格
し
た
o
寛
永
七
年
父
高
虎

卒
し
て
家
を
繕
ぎ
、
伊
勢
閣
安
淡
津
城
、
豆
、
三
十
ご
高
三
千
石
を
領

し
、
寛
文
九
年
九
月
廿
九
日
致
仕
、
十
一
月
十
六
日
七
十



註

六
歳
b
L

以
て
設
し
た
。
彼
が
釘
馬
落
の
落
政
に
接
言
搭
守
山
信
し
た
の

は
熔
姻
関
係
に
基
ず
く
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
際
堂
氏
は
外
様
六
名

な
が
ら
徳
川
氏
に
お
し
て
大
功
あ

p
、
割
問
幕
府
的
関
係
に
於
い
て
も

重
要
な
志
議
を
持
づ
人
物
で
あ
づ
た
と
思
わ
れ
る
o

右
申
上
候
様
一
二
蹴
品
大
分
之
倍
銀
御
座
候
雨
、
新
一
馬
一
訊
殿
江
戸
参
勤

輯

裁

躍

の

確

立

之
刻
、
大
波
之
議
反
政
又
は
道
中
山
市
出
も
銀
中
間
之
者
罷
出
、
封
一
馬
守

殿
駕
持
龍
之
跡
先
一
一
付
キ
居
申
侠
節
は
制
出
馬
守
鮫
ニ
殺
儀
被
仕
候
符
共

家
中
年
寄
共
之
儀
戸
不
T
W
A

申
上
誰
有
而
一
言
も
申
出
候
中
市
無
御
座

候
、
拍
子
罷
出
致
相
射
出
事
銀
中
間
同
之
者
一
－
ム
田
知
仕
せ
申
絞

最
初
藩
の
全
擢
を
委
h
枯
ら
れ
る
の
を
樺
太
夫
は
臨
賭
し
た
ら
し
く
、
藩
主
及
び
義
成
夫
人
が
そ
の
説
得
方
を
藤
堂
高
択
に
依
頼
す
る
こ
と
主

な
っ
た
。
権
犬
夫
が
承
諾
し
な
け
れ
ば
御
手
打
に
も
な
り
粂
仏
な
い
勢
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
伎
は
此
山
時
々
の
純
封
的
地
位
に
関
す
る
設

誌
↓

大
限
度
の
裏
付
け
を
要
求
し
た
o

即
ち
高
択
の
御
墨
付
は
そ
の
方
校
役
目
之
惣
下
知
者
な
る
が
故
に
、
下
知
の
下
に
わ
る
者
が
万
一
呉
川
一
一
成
宮

と
言
う
の
で
あ
る
。

唱
ふ
る
こ
と
あ
ら
ば
直
ち
に
藩
主
に
申
し
入
れ
て
鹿
罰
ず
べ
き
こ
と
、
封
馬
守
よ
り
特
に
依
頼
さ
れ
た
上
は
、

R
品
叫
が
反
封
者
を
寝
起
し
よ
う

樺
太
夫
は
藩
主
に
も
同
様
の
要
求
を
行
い
、
圏
中
ベ

に
「
大
浦
構
大
夫
儀
一
一
付
大
小
姓
漣
判
之
書
物
相
認
」

批
判
に
そ
の
政
策
ど
批
判
し
な
い
絞
侍
中
を
し
て
連
判
せ
し
め
て
い
る
。
落
の
日
記

註
ニ

（
寛
文
二
、
一
一
一
、
十
八
）
と
あ
る
の
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
以
上
の
事
賀
は
謂
裁
政
治
の
需
の
準
備
で
あ
h
v
v

事
宜
絞
は
改
革
に
営
ハ
ノ
て
身
分
的
に
は
紋
と
格
段
の
芸
異
あ
る
重
臣
に
も
、
時

と
し
て
は
藩
主
と
も
十
分
な
る
連
絡
を
と
ら
な
か
ヲ
た
よ
う
で
あ
る
ο

言王

大
滞
緩
大
夫
役
員
之
儀
、
藤
堂
大
院
中
頭
殿
被
仰
関
候
出
陣
御
’
訪
申
よ
絞

以
後
御
自
祭
ψ

倍
以
健
太
夫
被
仰
付
候
二
月
サ
五
日
之
御
日
付
一
一
一
向
御

自
筆
御
欣
一
泡
有
之

此
役
目
之
儀
後
日
如
陀
成
行
可
及
大
事
品
と
纏
太
夫
致
遠
慮
議
市
役

目
之
断
お
馬
守
殿
へ
申
上
伎
一
一
付
議
玉
院
殿
封
馬
守
殿
上

P
権
大
夫

針
馬
落
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

役
目
之
儀
是
非
斜
誇
申
上
供
様
ニ
一
被
仰
付
被
一
「
候
捺
｝
一
と
大
開
明
↓
同
様

江
頭
上
申
上
侠
放
機
太
夫
儀
被
召
寄
校
日
之
義
津
市
被
仰
付
供
、
若

共
刻
御
詩
不
申
上
絞
ハ
マ
御
手
打
一
一
も
可
被
銭
仰
付
と
被
侭
思
召
上

候
符
共
機
太
夫
儀
御
一
お
申
上
供
品
付
御
番
付
迄
被
銭
成

F
依

去
々
年
（
注
究
文
三
年
）
於
江
戸
役
ハ
ハ
之
御
断
建
前
申
上
候
ζ

付
而

穴
単
一
鋭
校
江
殺
仰
入
御
詞
主
投
銭
添
有
か
た
き
御
意
を
家
り
御
詰
申

七



（
辰
九
月
サ
二
日
杉
村
釆
女
允
等
書
紋
）

前
同
＃
此
擦
大
夫
と
申
候
者
、
先
制
剖
馬
殴
（
義
成
）
代
に
名
ミ
ゃ
う

じ
も
筒
及
た
る
事
も
無
之
、
先
叫
割
馬
殿
供
可
仕
と
申
候
問
、
何
》
」
ぞ

我
等
二
申
E
め
《
れ
候
へ
と
さ
ま
／
＼
曲
、
う
き
工
《
ゐ
ん
（
養
宝
院

）
殿
欝
馬
殿
御
た
の
み
候
時
大
浦
擢
太
夫
と
申
役
名
ミ
ゃ
う
し
き
h
A

申
候
か
は
の
J

二
候
（
下
回
告
〉

権
太
夫
ニ
ゃ
く
め
心
義
仕
候
へ
と
市
付
く
れ
候
へ
と
と
れ
も
度
々
御

た
の
み
候
故
ヰ
封
馬
殿
我
等
御
た
り
ミ
、
・
？
？
勺
J

に
御
申
候
間
念
入

ゃ
く
め
い
た
し
ょ
く
佼
ハ
ん
と
我
等
も
・
申
候
事
下
山
町

（
十
二
月
サ
五
日
藤
蛍
火
閥
単
一
政
警
扶
〉

園
中
工
り
擢
太
夫
義
批
列
無
之
様
ユ
と
致
才
間
活
、
御
前
様
之
御
言
葉

を
か
ny
、
制
澗
擢
太
宍
義
ニ
日
付
市
は
善
悪
共
批
列
不
仕
様
に
侍
宍
品
川
列

形
い
た
さ
せ
候
へ
と
封
馬
守
ヲ
額
申
候
故
皆
以
舟
形
仕
侠

（

藤

蛍

穴

埋

早

一

政

宛

書

紋

）

（

辰

九

月

サ

一

一

日

杉

村

釆

女

等

書

朕

）

専
制
支
配
に
必
要
な
も
白
は
攻
に
は
警
察
擢
で
あ
る
。
弐
に
皐
げ
る
事
項
は
さ
し
て
強
力
な
も
D
と
は
湾
え
ら
れ
な
い
が
、
樺
太
夫
は
嫡
男

制
剖
馬
薄
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

上
候

宮

+; 

3 

前
略
封
州
へ
謹
下
傍
輩
共
如
何
様
之
儀
を
申
候
尖
、
少
も
心
品
不

掛
有
紘
一
一
品
中
日
引
可
仕
候
、
若
叉
傍
翠
共
之
品
目
指
立
何
か
と
申
者
侯
ハ

マ
出
品
一
向
封
馬
守
殿
鋳
能
儀
一
二

m可
有
之
候
之
問
、
其
者
ア
早
々
此
方

へ
可
差
越
候
、
様
体
と
く
と
関
庖
候
而
之
官
宇
一
一
可
致
候
、
共
方
儀
ハ

役
目
之
惣
下
知
者
一
一
候
、
下
知
下
之
者
寓
一
異
儀
ア
申
候
ハ
マ
針
馬

守
問
問
へ
早
々
申
入
念
度
曲
率
一
一
可
申
付
候
、
針
馬
守
殿
別
而
御
桜
之

上
ハ
ム
布
之
遜
之
者
比
方
へ
開
属
候
ハ
マ
封
馬
殿
へ
申
ニ
不
及
召
寄
一

か
と
可
申
付
佼
（
下
降
）ハ
寛
文
二
年
一
一
月
サ
四
日
藤
堂
大
筆
頭
書
臨
む

一
、
大
浦
纏
太
夫
御
所
務
方
差
別
之
役
被
仰
付
昌
也
候
庭
、
御
圏
中
御

位
置
等
仕
度
之
曲
、
望
一
候
設
定
候
ハ
マ
年
寄
中
江
致
談
吟
味
相
仕
候

様
－
7
と
被
仰
付
候
得
共
年
寄
共
と
申
談
侠
儀
奇
一
一
偏
一
二
燃
候
而
其
身

一
人
と
し
て
御
仕
置
玄
改
直
シ
、
御
内
外
共
に
一
分
之
心
を
以
仕
候

（
下
略
）

擢
之
助
を
先
4
r
g
付
に
任
じ
、
専
ら
擢
之
助
ど
通
じ
て
政
策
を
議
行
し
よ
う
と
し
た
。
第
三
者
か
ら
こ
れ
を
批
判
す
れ
ば

「
去
々
年
〈
寛
文
三
年
か
）
樺
太
夫
望
申
候
ハ
何
も
呂
付
中
よ
り
何
一
一
而
も
案
内
申
聞
候
儀
ハ
樫
之
助
一
人
之
口
よ
り
間
属
候
様
一
一
と
願
申

一
三
止
路
な
る
事
無
御
座

侯
故
其
遁
一
一
申
付
置
侯
へ
共
助
儀
不
可
然
儀
と
存
、
内
々
ハ
同
意
一
小
仕
余
方
よ
り
承
侯
得
ハ
擢
之
助
申
間
候
段
、

使
、
能
々
吟
味
仕
候
鹿
擢
太
夫
手
前
之
非
ヲ
か
く
し
申
億
一
一
家
而
よ
り
思
案
仕
望
申
に
る
に
て
御
座
候
事
」

と
一
一
言
わ
れ
る
よ
う
に
か
な
り
に
顕
著
な
濁
裁
機
構
タ
自
ゃ
か
ら
構
成
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
涯
現
し
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
更
に
進

ん
で
「
樫
之
助
ハ
賓
際
は
樺
太
夫
の
兄
の
子
）
ハ
大
目
付
枝
並
取
次
投
申
付
、
擢
内
ハ
樺
太
夫
の
賀
子
で
あ
る
が
樺
之
助
の
弟
分
で
あ
る
）
に

library
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library
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も
取
女
役
致
さ
せ
近
習
＝
召
仕
候
様
に
」
と
漆
主
に
要
求
し
て
い
る
。

要
す
る
に
少
数
の
側
近
を
以
て
秘
密
を
保
持
し
、
司
法
権
を
自
己
に
有
利
に
操
縦
し
つ
L

一
方
批
判
的
言
論
を
封
じ
な
が
ら
、
棋
本
的
問
題

を
一
一
挙
に
解
決
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

改

革

の

内

容

犬
浦
樺
太
夫
が
義
成
時
代
か
ら
審
財
政
に
関
興
し
た
こ
と
は
先
き
に
謹
ぺ
た
が
師
に
と

D
時
に
も
光
雲
院
（
義
成
）
白
筆
の
御
墨
付
を
得
て

然
る
後
に
藩
債
整
理
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
事
柄
と
一
吉
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
封
建
此
舎
の
機
構
の
中
に
あ
っ
て
彼
の
如
き
身

分
の
も
の
が
事
を
行
わ
ん
と
す
る
D
に
は
先
や
強
擢
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
需
に
は
藩
主
の
構
成
を
自
己
の
背
景
と
す
る
こ
と
が
、
而
し
て
之

を
確
認
さ
れ
ろ
こ
と
が
必
要
快
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

光
雲
院
自
筆
之
御
書
物
と
絹
せ
ら
れ
る
も
の
に
は

「
大
滞
樺
太
夫
儀
、
朝
鮮
、
大
阪
、
長
崎
三
ケ
所
掛
ケ
持
エ
仕
一
ヶ
年
＝
右
之
三
所
ヲ
廻
リ
侯
者
、
共
時
分
」
一
よ
り
此
方
不
自
由
な
る
儀
も

可
有
之
官
申
」

「
樺
太
夫
義
者
と
か
く
商
責
功
者
之
儀
一
ご
焼
問
、
今
度
申
付
候
様
に
繭
諸
方
之
差
引
可
致
事
」

の
二
筒
僚
が
先
づ
皐
げ
ら
れ
て
居
り
、
伎
が
拘
束
さ
れ
る
と
と
な
く
縦
横
白
活
躍
を
露
さ
ん
が
潟
に
、
営
初
か
ら
藩
主
を
し
て
十
分
な
る
保

件
を
承
認
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
ど
わ
れ
る
。

彼
は
費
質
的
に
は
財
政
に
闘
す
る
限
り
一
一
潜
の
宰
相
で
は
あ
る
が
、
藩
が
身
分
の
上
で
彼
ぞ
優
遇
し
た
こ
と
を
一
不
す
史
料
は
少
く
失
脚
直
前

ー
の
寛
文
四
年
八
月
二
日
の
日
記
に
「
墨
緯
之
問
御
呑
帳
」
に
加
え
ら
れ
た
と
と
が
見
え
て
い
る
位
の
も
の
で
あ
り
、
彼
が
藩
か
ら
受
け
た
俸
繰

の
如
き
も
言
う
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
口
殺
が
禁
日
比
さ
れ
て
後
秘
か
に
藤
堂
高
女
に
語
ら
ん
と
し
た
書
献
に
よ
れ
ば
「
拙
子
儀
漸

く
明
米
七
石
之
身
上
」
で
あ
る
と
稿
じ
て
い
る
。

相
割
馬
祷
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

七
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制
調
馬
藩
寛
文
＠
改
革
に
つ
い
て

-t 
四

徳
川
中
期
以
後
の
藩
政
改
革
に
於
い
て
は
軽
輩
が
そ
の
常
時
者
で
あ
り
、
且
つ
改
革
の
み
一
櫨
一
を
委
ね
ら
れ
た
改
革
者
は
必
や
身
分
的
に
も
何

等
か
の
扮
飾
が
加
え
ら
れ
、
家
老
類
似
の
地
位
が
輿
え
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
樺
太
夫
の
場
合
は
か
L
る
裏
付
け
が
殆
ん
ど
行

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
極
め
℃
特
徴
的
で
あ
る
、
営
時
は
狛
後
期
封
建
体
制
白
出
費
後
聞
も
な
い
時
期
で
あ
り
、
身
分
的
に
彼
を
昇
格
せ
し
め

て
一
一
臨
風
営
り
を
随
ぐ
こ
と
が
賓
現
不
可
能
だ
っ
た
白
で
は
な
い
か
と
湾
え
ら
れ
る
。

伎
が
「
元
金
十
箇
年
済
し
崩
し
」
の
方
策
を
以
て
藩
債
整
理
に
着
手
し
た
こ
と
は
先
に
趨
べ
た
が
、
彼
ポ
改
革
の
第
一
着
手
と
し
て
行
っ
た

註 と
と
は
藩
障
の
資
金
と
藩
主
一
一
族
白
押
納
戸
銀
を
手
中
に
牧
め
こ
れ
を
最
大
限
忙
繭
使
し
て
利
潤
を
得
ん
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

欝
馬
守
納
戸
孟
有
之
銀
子
ア
無
残
搭
太
夫
万
へ
請
取
悩
位
置
皮
乏
旨
申

候
（
中
略
）
納
戸
銀
不
残
波
被
申
候
（
下
略
）

（
辰
九
月
サ
二
日
杉
村
釆
女
允
等
書
獄
）

連
々
御
納
戸
銀
預
P
申
皮
之
曲
、
就
望
七
ヶ
年
以
来
千
四
百
貫
日
余

被
銘
預
置
候
、
（
中
略
）
此
外
或
五
拾
貰
目
或
百
貫
口
又
ハ
一
二
百
貨
目

無
手
形
に
請
取
候
御
銀
、
皆
以
盗
取
候
、
依
之
ド
｛
柏
難
成
候
、
郎
外

か
ノ
ヅ
、
民
々
一
一
議
取
鉄
御
銀
之
儀
ハ
不
及
書
載
事

御
姫
様
之
御
銀
＝
利
潤
相
加
へ
可
差
上
之
白
－
一
荷
積
取
反
主
就
留
一
一
被

同
局
渡
萱
候
下
限

若
殿
様
之
御
銀
大
分
友
之
候
庭
、
旦
定
も
預
り
申
度
主
申
上
午
前
一
－
請

取

候

底

下

略

一
二
線
機
之
御
前
様
之
御
銀
員
数
等
不
相
知
有
之
候
ヲ
禁
身
文
艶
品
な

り
殿
様
御
傍
銀
之
内
ュ
仕
賞
、
上
万
江
被
話
相
登
候
御
代
物
之
内
Z

と

砂
置
紋
下
略

公
私
混
滑
の
嫌
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
諜
想
さ
れ
る
が
、
と
れ
等
の
資
金
は
長
崎
の
封
支
貿
易
、
及
び
釜
山
の
倭
館
を
操
黙
と
す
る
劃
朝
鮮
貿

佐一一

易
に
流
さ
九
ル
江
戸
及
び
京
坂
町
的
人
に
貸
し
付
け
ら
れ
少
く
も
樺
太
夫
の
計
醤
に
よ
れ
ば
そ
れ
等
の
資
本
は
最
も
有
利
に
回
轄
さ
れ
、
藩
財
政

と
或
は
彼
自
身
の
殖
財
の
震
に
投
資
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
陶
山
一
副
庖
が
「
前
庵
女
平
」
に
於
い
て
「
寓
清
元
年
ヨ
リ
大
浦
樺
太
夫

つ
で
あ
る
。

銭
穀
ノ
事
ヲ
支
配
シ
、
朝
鮮
ト
ノ
交
易
ノ
利
分
往
昔
一
一
勝
レ
ル
コ
ト
多
シ
」
と
記
し
て
い
る
の
は
一
謄
劉
鮮
貿
易
の
成
功
乞
認
め
た
－
資
料
の
一

註

殿
様
御
銀
之
内
よ
り
自
分
呂
田
民
崎
口
之
白
糸
商
覧
仕
候
義
、
役
議
－
－

不
似
合
儀
、
也
事
千
高
之
事

一
背
御
行
規
弔
ア
遜
長
万
主
h
ノ
自
分
－
一
入
品
B

T
ハ
分
買
阪
商
貰
仕
候
、
奮
冬

議
官
鋭
海
之
時
．
ヂ
語
、
母
方
よ
り
纏
太
夫
自
筆
之
手
形
指
仏
し
陣
地
相



知
レ
侠
事

拍
子
只
今
之
仕
合
一
工
御
座
候
関
堺
之
者
共
方
主

mJ返
癖
可
仕
と
泰
存

候京
都
一
一
一
候
様
奥
方
之
銀
も
何
と
ぞ
利
足
付
差
上
ゲ
皮
奉
存
是
も
借
し

置
申
候
へ
と
も
方
同
然
一
一
認
勢
可
仕
と
奉
存
陪
問
。

ハ
寛
文
凶
年
十
月
十
七
日
小
野
藤
右
衛
門
宛
纏
太
夫
妻
決
）

（

〉

2

一
街
姫
僚
御
銀
九
貫
目
御
座
候
ア
堺
之
者
－
一
借
シ
置
由
候
問
、
毎
年
刺

足
取
申
候
故
只
今
或
拾
へ
貫
円
余
り
謹
成
居
申
候

茸
侍
満
様
斜
銀
も
今
年
工
り
借
uv

置
申
上
候
得
共
、
右
一
同
様
之
御
銀
も

検

地

封
州
藩
寛
文
の
改
革
の
一
転
心
を
鵠
す
も
の
は
、
断
謂
土
地
闘
有
均
田
政
策
を
地
方
知
行
に
切
り
換
え
た
椋
制
改
革
で
あ
る
が
、

提
と
し
て
高
治
か
ら
寛
文
に
か
け
て
檎
地
が
行
わ
れ
た
。
一
議
智
時
代
の
慶
長
六
年
棟
地
、
義
成
時
代
の
寛
永
十
四
年
白
田
昌
改
を
つ
ぐ
も
白
で

そ
白
前

あ
っ
た
。
換
地
の
行
わ
れ
た
期
聞
に
つ
い
て
寛
文
元
年
よ
り
二
年
に
至
る
ニ
筒
年
間
で

b
る
と
す
る
設
も
あ
る
が
後
述
す
る
如
く
、
相
営
錯
雑

し
た
朕
態
に
あ
る
検
地
が
僅
か
二
年
間
忙
議
行
し
得
た
か
否
か
疑
問
で
、
藩
の
日
記
に
も
明
確
な
史
料
九
か
な
い
篤
今
か
に
断
定
し
得
な
い
が
、

暫
ら
く
万
治
三
年
よ
り
寛
文
三
年
迄
の
四
年
間
で
あ
る
と
す
る
史
料
に
従
つ
て
な
く
こ
と
L
ナ加一

此
の
検
地
が
如
何
な
る
基
準
に
基
歩
い
て
行
わ
れ
た
か
が
次
に
問
題
で
あ
る
が
、
と
れ
も
現
在
趨
確
な
史
料
た
把
握
し
得
な
い
。
唯
犬
竹
虎

雄
氏
が
そ
の
「
巌
原
藩
の
間
尺
法
」

（
農
塾
経
慎
研
究
四
ノ
一
二
）
に
寛
交
の
検
地
に
使
用
さ
れ
た
糠
地
竿
は
四
尺
八
寸
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
居

る
が
、
と
れ
に
闘
し
て
は
具
設
を
惇
え
る
史
料
も
あ
っ
て
一
臆
の
疑
い
を
存
し
て
訟
き
た
い
。

駐

ニ

註

ヨ

唯
封
馬
藩
の
元
職
時
代
主
代
表
す
る
碩
準
藤
内
臓
助
開
廷
の
編
鈍
し
た
一
知
也
録
」
に
よ
る
と
畠
は
六
尺
竿
、
屋
敷
地
は
四
尺
竿
を
以
て
丈

量
し
た
ら
し
く
、
同
書
に
よ
る
と
営
時
こ
D
外
に
昌
は
六
尺
五
寸
竿
屋
敷
地
は
四
尺
八
寸
竿
を
用
い
た
と
稲
ず
る
読
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か

ら
疑
問
を
存
し
て
な
く
方
が
安
営
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

併
し
何
れ
に
せ
よ
あ
ら
ゆ
る
険
地
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
寛
文
総
地
の
場
合
に
も
こ
の
事
業
は
藩
財
政
建
て
直
し
の
需
で
あ
り
、
藩
庫
の
充

賓
の
震
の
も
白
で
あ
づ
た
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
と
と
ら
で
あ
り
、
殊
に
従
来
極
め
て
腰
昧
な
猷
態
で
し
か
掌
握
し
碍
な
か
っ
た
木
庭
作
地
白
検

地
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
新
に
買
納
の
義
務
乞
繋
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
農
民
、
或
い
は
現
地
支
配
者
の
脅
威
で
る
っ
た
に
違
い
な
い
。

調
馬
藩
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

七
五



封
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

更
に
紳
世
領
に
至
る
迄
新
た
に
課
税
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
此
の
検
地
の
目
的
を
明
瞭
に
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

七
六

即
ち
前
掲
「
知
近
録
」
が

「
寛
文
之
検
地
ハ
古
間
よ
り
開
高
檎
た
る
也
。
枇
領
之
掛
り
物
有
る
地
商
品
《
受
得
た
る
人
も
自
分
之
開
高
に
加
へ
て
高
を
倍
（
玄
さ
）
る
」

と
記
し
て
い
る
の
を
以
て
も
そ
の
謹
の
消
息
は
窺
え
る
。

と
一
広
い
叉
「
寛
文
之
検
地
之
時
先
田
昌
不
残
物
成
高
を
積
り
拐
で
、
御
園
之
惣
高
を
見
一
フ
ル
」

註

「
寛
文
一
万
年
主

P
二
年
に
室
、
八
郷
検
地
仰
せ
一
付
け
ら
る
L

或
る
書

高
治
三
年
庚
子
主

P
寛
文
三
年
突
如
迄
四
ヶ
年
之
間
ト
有

p
、
同
即
日

年
申
辰
品
物
成
仕
付
け
相
極
ま
る
と
有
P

比
の
時
之
検
地
之
間
尺
を
新
関
ト
一
式
ラ
。
上
三
局
以
下
回
木
庭
蒔
日

を
以
て
間
尺
を
秘
む
る
事
古
同
一
二
刊
し
」

藤
内
蔵
幼
斉
延
、
寛
文
一
元
年
儀
原
に
生
れ
て
い
る
か
ら
彼
の
著
作
と

寛
文
改
革
と
の
間
隔
は
約
三
、
四
十
年
で
、
一
際
彼
の
記
録
は
権
威

註

註

あ
り
と
し
て
主
い
。
「
知
近
録
」
は
九
新
本
で
好
史
料
で
め
る
が
、
未

究
零
本
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
事
す
、
利
用
し
得
た
の
は
第
四
新
検
地

知
行
。
部
分
丈
け
で
あ
る
。

「
検
地
算
法

O
凡
畠
萱
坪
ム
ハ
尺
四
方
也
、
六
尺
五
寸
学
一
プ
用
ト
一
広
川
近
代
ノ
キ
、

屋
致
窒
坪
四
尺
四
角
也
四
尺
八
寸
学
ア
用
ト
一
ス
ハ
近
代
ノ
沙
汰
欺
」

如
く
に
記
さ
れ
℃
い
る
。

ハ
原
漢
文
）

而
し
て
こ

D
検
地
の
結
果
に
基
歩
い
て
「
新
検
上
畠
魁
し
」
と
稲
令
ら
れ
る
税
法
が
打
ち
出
さ
れ
る
D
で
あ
る
が
、

「
知
、
近
録
」
に
は
弐
の

「
凡
そ
田
昌
木
庭
を
上
々
・
上
・
中
・
下
回
之
位
に
分
ち
上
自
国
を
以
て
定
法
と
す
る
也
。

上
昌
一
歩
者
種
委
手
勺
蒔
程
恒
例
足
一
川
的
制
同
一
点
目
也
之
を
畳
一
民
と
謂
う

五
合
碍
之
を
畳
分
と
謂
う

五
升
蒔
之
を
登
寸
と
謂
う

五
斗
蒔
之
を
登
尺
と
謂
う

library
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library
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四
尺
之
を
畳
間
と
謂
う
査
問
ハ
武
石
蒔

四
千
汗

「
新
検
上
自
国
廻
し
」
と
は
上
畠
の
婆
物
成
り
を
基
準
と
し
た
新
税
法
で
封
馬
に
於
け
る
品
業
、
土
地
制
度
の
特
質
を
よ
く
現
わ
す
も
の
で
あ
る

が
、
此
の
新
説
法
と
殆
ん
ぎ
同
一
白
夫
れ
が
南
北
朝
時
代
の
中
村
弾
正
忠
税
共
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
と
云
う
所
停
が
あ
り
そ
の
異
備
は
と
も

か
く
も
、
こ
の
新
制
度
が
何
等
か

D
匪
史
的
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
践
は
留
意
す
べ
き
こ
と
と
思
む
れ
る
。

設
「
封
馬
島
誌
」
二
一
一
一
七
頁
中
村
顕
正
忠
務
次
僚
。

改
革
以
前
の
悟
勢

改
革
質
施
以
前
の
扶
蕗
が
如
何
な
る
も
O
で
あ
う
た
か
に
闘
し
て
は
十
分
な
史
料
を
有
し
な
い
が
、
改
革
前
夜
の
封
馬
の
土
地
制
度
が
耕
地

均
分
と
云
う
が
如
き
徹
底
し
た
政
策
乞
必
要
と
し
た
程
仰
が
に
迄
難
解
な
る
問
題
乞
匂
癒
し
て
い
た
こ
と
は
断
片
的
史
料
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。

中
に
あ
っ
て
最
も
明
白
に
浮
か
び
上
っ
て
来
る
も
の
は
宮
最
の
土
地
袋
併
で
．
並
百
姓
‘
下
百
姓
が
耕
地
を
犬
ハ
J

て
富
氏
に
隷
属
し
ハ
J

L
あ

る
こ
と
を
物
語
る
史
料
が
最
も
多
い
ο
従
っ
て
こ
の
新
土
地
政
策
が
枇
舎
政
策
的
一
一
聞
を
持
ヲ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
先
イ
認
め
ら
れ
る
。

猶
こ
の
外
後
広
持
制
改
革
に
関
し
て
越
べ
る
よ
う
に
知
行
地
を
興
え
ら
れ
て
現
地
を
支
配
し
つ

L
あ
品
上
級
藩
士
の
所
領
に
於
け
る
税
容
の

不
統
一
、
特
に
課
税
白
劃
諒
と
し
て
そ
の
賓
態
を
把
捉
し
註
い
木
庭
也
り
地
の
問
題
、
及
び
営
時
に
残
さ
れ
て
い
た
物
納
制
、
及
び
賦
役
労
働

等
の
前
代
的
遺
制
等
白
清
算
が
必
要
と
さ
れ
℃
い
た
も
の
白
如
く
‘
樺
太
ょ
ん
が
藤
堂
大
事
白
家
臣
に
詰
っ
た
書
献
に
よ
れ
ば
、
賦
役
の
矯
に
城

下
に
赴
く
こ
と
年
間
四
五
十
度
で
あ
っ
た
が
改
革
後
は
登
ヶ
年
七
八
度
に
減
少
し
た
と
一
五
い
．
と
の
賦
伎
が
農
耕
の
防
げ
と
な
る
と
云
う
如
き

極
め
て
明
瞭
な
矛
盾
D
如
き
、
叉
貨
特
制
度
が
か
な
り
に
蕗
透
し
て
蹴
に
金
納
が
利
便
で
あ
る
に
も
か
L
は
ち
歩
猶
物
納
制
が
維
持
さ
れ
て
い

る
と
一
五
う
が
如
き
、
以
上
白
様
な
主
と
し
て
前
代
的
性
格
を
持
っ
た
幡
根
錯
節
の
累
積
が
こ
の
胃
険
を
敢
て
せ
し
め
る
庫
カ
と
な
っ
に
も
O
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註

比
以
前
は
公
彼
自
一
一
付
抜
本
江
年
中
一
一
一
は
四
五
十
度
程
宛
在
郷
主
り

罷
登
り
申
候
露
に
、
只
今
は
安
ヶ
年
に
漸
七
八
度
な
ら
て
ρ
罷
登
P

相
剖
馬
落
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

七
七

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



謝
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

不
申
候
＝
付
・
耕
作
其
外
之
か
せ
ざ
等
、
心
安
仕
候
、
其
上
陀
以
前

之
儀
は
納
物
皆
以
其
色
ユ
而
納
申
候
虎
一
－
、
只
今
ハ
百
姓
手
前
弓
一
向

其
色
ヲ
資
申
候
問
、
代
銀
ヲ
納
・
申
候
品
開
殊
外
百
姓
勝
手
諮
御
座
候

膿

制

改

革

七
F、

下
略
〈
寛
文
四
年
十
月
十
七
日
小
野
藤
右
衛
門
宛
大
浦
樫
太
夫
書
紋
〉

後
期
封
建
佐
合
初
期
の
諸
藩
に
共
誼
に
現
わ
れ
る
現
象
と
し
て
蒋
士
の
知
行
地
支
配
を
止
め
、
藩
営
局
の
直
接
支
間
下
に
置
く
こ
と
が
見

ら
れ
る
。
と
の
措
置
は
藩
制
確
立
の
傑
件
と
し
て
の
擢
力
集
中
の
震
に
必
須
的
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
兵
農
分
離
の
性
格
を
も
帯
び
て
居
る
賄

に
於
い
て
、
乙
の
政
治
的
轄
換
は
重
要
な
盛
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

寛
文
二
年
検
地
か
格
了
す
る
や
、
七
月
十
二
日
椋
制
改
革
計
害
警
が
藩
営
局
に
提
出
さ
れ
た
ら
し
〈
同
年
の
「
毎
日
雑
記
」
同
日
の
僚
に

「
郡
奉
行
よ
り
村
分
之
も
く
ろ
み
の
書
立
年
寄
中
へ
差
上
候
ヲ
犬
浦
樺
太
夫
持
参
被
申
候
」
と
あ
る
。
と
の
も
く
ろ
み
白
書
立
が
知
行
に
闘

し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
同
月
廿
一
二
日
僚
に
知
行
取
の
支
町
下
に
あ
る
被
官
陀
闘
し
て
、
従
来
は
藩
営
局
と
は
直
接
の
貢
納
関
係
を

有
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
自
今
一
般
の
貫
租
負
握
者
と
同
等
の
取
扱
い
を
魚
す
べ
き
こ
と
が
令
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
り
得
ら
れ

位

る。
と
の
上
級
藩
士
の
地
方
知
行
鹿
止
と
一
宮
う
出
来
事
は
、
今
日
考
え
て
も
劃
期
的
な
事
録
で
到
底
抵
抗
な
し
に
は
需
し
得
ら
れ
ぬ
理
一
草
で
あ
っ

そ
の
背
後
に
一
つ
の
麗
史
的
必
然
一
世
作
在
し
て
い
る
こ
と
弔
推
測
さ
れ
る
。

た
。
併
し
と
の
政
策
が
一
臨
遊
行
さ
れ
た
と
こ
る
に
大
浦
樺
太
夫
等
を
中
心
と
す
る
改
革
D
主
体
が
栢
釘
的
強
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
旦
つ

註

知
行
政
之
面
々
在
々
へ
被
官
致
所
持
箆
衣
由
一
三
候
、
被
官
も
有
之
而
ハ

珊
此
方
之
校
位
協
不
相
動
、
皆
以
其
地
頭
也
儀
を
奪
と
仕
出
品
候
、
比
段

き
ζ

へ
ざ
る
儀
と
存
、
い
づ
れ
ユ
よ
ら
ず
在
郷
又
内
之
省
、
公
役
人
同

然
ζ

佼
日
相
勤
候
様
に
郡
中
本
行
念
皮
申
付
候
様
可
申
渡
旨
縫
太
夫
二
申

付
候
、
知
行
取
之
者
共
も
得
其
意
被
官
共
白
人
？
以
後
無
疏
会
役
勤
候
へ

左
右
之
下
山
町
（
寛
文
二
年
「
毎
日
雑
記
L
七
月
サ
一
二
日
僚
仰
せ
出
し
）



一
藤
制
改
革
白
骨
子
に
闘
し
て
「
劉
馬
記
略
・
」
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
寛
文
二
年
上
士
馬
掴
白
地
行
を
止
め
、
銀
予
を
以
賜
ふ
。
と
れ
を
石
銀
と
一
五
」
。

龍
一

即
ち
寛
文
二
年
十
二
月
廿
七
日
上
士
の
地
方
知
行
を
止
め
土
地
は
牧
め
て
公
有
と
し
藩
庫
に
於
い
て
藤
銀
を
給
す
る
の
制
が
布
告
さ
れ
に
。

そ
D
換
算
寧
は
百
石
に
付
四
拾
白
で
あ
る
が
、
醸
前
知
行
は
四
階
制
で
二
百
石
・
百
五
拾
石
・
百
石
・
七
拾
石
の
階
居
に
分
け
ら
れ
、
且
つ

諸
般
O
事
情
が
参
酌
さ
れ
て
、
要
職
に
あ
る
も
の
は
耳
間
で
二
百
石
、
或
は
四
聞
で
百
五
拾
石
と
も
な
り
．
年
少
者
共
白
他
で
現
在
職
を
有
し

た
い
者
な

εは
石
高
hz
少
く
換
算
さ
れ
概
し
て
一
定
の
加
増
が
行
わ
れ
た
。

註
一
高
治
元
信
・
大
浦
擢
太
夫
乏
し
て
銭
殻
の
事
を
支
配
せ
し
む
v

利

を

斡

註

二

す
る
之
才
有
る
を
以
℃
也
u
寛
文
「
一
年
上
士

ω
賜
回
毎
髄
必
、
倉
に

就
き
を
給
し
て
以
て
之
れ
な
石
銀
と
謂
う
。
貞
享
以
来
貿
米
b
L

給
す

之
れ
を
石
米
と
謂
う
o
総
裁
之
櫓
加
銃
往
に
牛
倍
す
l

高
治
一
万
年
大
浦
擢
太
夫
に
支
聡
役
を
命
ず
、
利
倍
之
才
tu
る
放
な

p
o

寛
文
二
年
上
士
馬
廻
の
地
知
行
を
止
め
銀
子
を
以
揚
子
と
れ
ぞ
石
銀

事
』
云

o
貞
享
以
来
買
米
を
賜
子
ζ

れ
を
石
米
と
い
ふ
。
緑
茶
り
ま
し

か
ふ
る
事
以
前
主
り
字
分
も
ま
し
た
り
。

地
方
之
知
行
品
而
白
石
四
間
一
一
一
向
百
石
と
定
、
帳
菌
を
取
立
府
中
務

之
人
嘗
時
御
崩
品
立
人
ρ
五
間
一
二
阿
武
百
石
ト
モ
成
F
．
四
間
一
－
一
向

百
五
拾
石
共
な
れ
り
＠
嘗
時
御

M
－
一
茂
不
立
、
或
ハ
幼
稚
之
人
は
地

万
間
多
分
ト
テ
モ
御
蔵
前
石
高
《
少
ク
シ
テ
後
に
加
増
有
る
事
三
疋

マ
ル
O

御
蔵
前
之
知
行
高
四
段
二
疋
メ
ラ
ル
。
武
百
石
・
百
五
拾
石

・
百
石
＠
七
拾
石
ト
定
メ
ヲ
ル
。

ハ
「
知
近
録
」
）

此
O
場
合
知
行
地
を
有
し
た
も
白
は
殆
ん
ど
馬
廻
り
格
心
上
士
で
あ
う
た
か
ら
改
革
の
第
一
着
手
と
し
て
先
づ
上
居
武
士
を
艶
象
と
す
る
土

地
公
有
制
が
賀
施
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

営
時
在
府
の
士
四
百
四
人
、
藤
米
六
千
三
十
石
ハ
「
改
訂
封
日
向
島
誌
」
）
と
稽
せ
ら
れ
る
D
で
あ
る
が
、

「
知
近
録
」
に
よ
れ
ば
「
地
方
知

っ
た
。

行
御
捕
前
一
一
市
被
成
下
グ
ル
人
敷
は
二
十
四
間
畳
尺
令
五
分
切
米
十
石
宗
出
雲
以
下
‘
六
寸
九
分
三
切
米
一
石
末
松
平
兵
衛
痘
九
十
六
人
で
あ

ハ
中
に
在
っ
て
宗
出
雲
は
後
年
大
浦
樺
太
夫
の
支
持
者
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
件
を
起
し
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
樺
太
夫
の
嗣
子
樺
之

助
は
六
間
零
三
分
明
米
五
石
大
浦
樺
之
介
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

v

謝
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

也

九



劃
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

一
方
と
の
改
革
を
藩
士
側
か
ら
眺
め
た
場
合
に
は
伺
う
で
あ
っ
た
か
、
従
来
は
地
頭
村
と
稿
せ
ら
れ
る
現
地
に
在
住
し
て
、
中
世
的
自
然
経

l¥ 。

済
的
生
目
的
を
詰
っ
て
い
た
彼
等
は
、
忽
ち
そ
れ
等
の
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
「
激
代
之
被
官
、
並
び
に
知
行
附
き
の
被
官
を
も
召
し
上
げ
ら
れ

て
結
局
は
城
下
町
に
轄
住
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
操
作
に
相
営
の
手
心
が
加
え
ら
れ
た
と
と
は
以
上
に
謹
ぺ
た
通
り

で
は
あ
る
が
、
高
二
百
石
を
超
え
る
者
は
ご
一
つ
成
の
法
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
、
又
「
知
行
目
一
一
一
つ
友
ら
し
」
の
法
が
存
し
て
、
百
石
に
付
き

？と 七
石
を
差
し
引
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
局
は
乙
の
経
満
生
活
の
明
り
換
え
は
犬
多
数
の
武
士
連
を
甚
だ
し
く
混
惑
ぜ
し
め
た
の
で
あ
っ

旦
つ
穂
区
石
を
四
拾
目
に
換
算
し
た
所
謂
石
銀
を
支
給
せ
ら
れ
た
武
士
は
、
藩
米
を
五
十
日
、
六
十
回
で
買
わ
令
ら
れ
る
と
云
う
矛
盾
に
営

面
す
る
等
錯
綜
し
た
事
識
は
、
そ
れ
迄
改
革
を
不
安
の
裡
に
扶
手
傍
観
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
武
士
、
特
に
じ
ム
士
蓮
を
し
て
何
等
か
O
意
志
表

註

一
万
を
な
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
ぬ
境
地
に
追
い
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

設

一
侍
共
之
知
行
相
攻
候
E
の
儀
ハ
ヰ
別
々
地
万
一
一
一
問
所
務
仕
候
時
分
ハ
物

成－
mノ
ク
御
座
候
て
も
、
馬
草
炭
薪
肴
野
菜
等
用
所
ブ
遼
其
上
並
日
謬
な
と

仕
候
節
ハ
竹
木
夫
9

か
い
迄
も
自
由
ヲ
調
勝
手
能
御
座
候
属
、
地
－
万
之

所
務
ヲ
改
な
お
し
、
歳
前
工
り
和
渡
伎
、
允
少
々
加
増
之
様
一
一
相
見
へ

候
符
共
、
知
行
日
三
吋
ノ
た
ら
し
と
名
付
、
官
石
品
一
付
七
万
宛
現
物
成
之

寛
文
甲
壊
の
地
分
け

内
よ
り
も
あ
い
ヲ
引
候
故
、
漸
一
一
吋
ノ
三
吋
ノ
品
営
F
申
候
、
共
上
ニ
一
向
百

石
ニ
付
回
拾
日
ッ
、
之
直
段
二
致
し
銀
子
昌
一
向
渡
し
置
、
議
之
米
ア
五

拾
日
六
拾
目
二
仕
家
中
へ
買
せ
候
故
、
繍
以
何
茂
迷
惑
仕
候
、
就
失
致

代
之
被
害
併
知
行
附
之
被
害
を
も
召
上
、
是
ワ
可
〈
歎
迷
惑
候
も
の
共
多

グ
御
座
候
事

以
上
に
趨
べ
た
横
地
、
時
制
改
革
は
結
局
は
土
地
公
有
政
策
の
一
環
で
諒
制
改
革
の
行
わ
れ
た
翌
年
寛
文
一
ニ
年
に
は
更
に
八
郷
給
人
足
軽
知

（
「
土
地
仕
分
け
」
と
も
稿
せ
ら
れ
る
）
が
行
わ
れ
た
。

行
の
召
し
上
げ
が
行
わ
れ
（
「
知
近
銭
」
〉
ワ
い
で
四
年
に
至
っ
て
（
甲
辰
の
地
分
け
」

併
し
封
馬
落
寛
文
の
地
分
け
に
は
十
一
年
に
行
わ
れ
た
と
す
る
文
献
も
あ
っ
て
ハ
「
口
上
脇
田
書
」
「
土
穀
談
」
等
〉
そ
の
雨
者
、
関
係
を
明
か
に

ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
史
料
に
従
っ
て
推
定
の
程
度
に
留
め
て
長
き
た
い
。
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結
論
か
ら
趨
ぺ
る
な
ら
ば
こ
の
均
国
政
策
の
営
面
白
目
的
は
先
歩
土
地
震
併
の
封
策
で
あ
っ
た
こ
と
「
口

K
莞
書
」
に

「
官
有
な
る
百
姓
は
共
村
並
に
隣
村
の
地
面
b
L
心
戎
第
に
賓
取
り
、
貧
窮
な
る
百
姓
は
官
有
な
る
百
姓
の
作
り
子
に
成
り
、
貧
富
の
差
別
茜

く
候
て
、
公
伎
を
勤
候
百
姓
の
数
段
々
減
じ
申
た
る
所
に
て
御
座
候
」

と
言
え
る
如
く
で
．
貢
租
を
負
播
す
ぺ
き
農
民
が
隷
農
に
顛
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
守
る
藩
財
政
え
の
脅
威
を
放
任
し
得
な
く
な
っ
た
と

ιが
ぷ
何
事
あ
る
所
以
で
あ
っ
た
。

現
在
D
管
見
で
は
寛
文
甲
辰
O
地
分
け
は
官
民
に
よ
っ
て
兼
併
さ
れ
た
土
地
を
主
た
る
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
寛
文
十
一
年
に
至
つ

て
、
農
民
所
有
の
土
地
全
部
が
公
牧
さ
れ
た
も
白
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
「
前
庵
文
章
槙
集
」
に

「
甲
炭
－
一
官
民
持
来
F
ノ
地
面
皆
々
取
上
ゲ
－
一
成

p
、
並
百
姓
下
百
姓
T

J
ア
大
抵
地
面
ヲ
同
ジ
程
ヅ
ツ
謂
持
チ
ケ
ル
後
ハ
」

と
あ
る
の
は
寛
文
四
年
の
土
地
公
牧
と
分
給
を
一
示
す
も
白
で
あ
り
、
同
じ
く
陶
山
前
庵
が
「
口
上
周
覚
書
」
に

「
寛
文
十
一
年
に
地
分
有
之
候
節
百
姓
持
侍
へ
の
地
面
悉
く
取
上
げ
に
な
り
、
共
村
の
百
姓
等
分
に
請
込
候
格
に
相
極
り
候
」

と
記
し
て
い
る
の
は
寛
文
十
一
年
。
地
分
け
の
特
質
を
趨
へ
た
も
D
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

要
は
寛
文
十
一
年
に
至
る
起
に
大
規
模
な
土
地
公
牧

ο事
業
が
完
結
し
こ
L
に
至
っ
て
始
め
て
普
遍
的
に
地
分
け
を
行
い
得
た
も
D
で
は
あ

陸

る
志
い
か
。
後
者
に
閲
し
て
一
間
庵
は
更
に
そ
の
「
士
穀
談
」
に
も
更
に
詳
細
な
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

詮

是
州
郷
村
の
回
畠
木
庭
ヲ
寛
文
以
前
ハ
百
姓
ノ
物
ト
シ
、
貧
ジ
キ
者
ノ

地
ヲ
貧
U

カ
ラ
ヌ
者
ヨ
F
買
ヒ
取

F
テ
富
民
ト
成
p
、
貧
民
ハ
官
民
ノ

作
9
子
十
成
9
ケ
ル
ニ
見
文
十
一
年
－
一
室
F
テ
、
百
娩
ノ
地
タ
悉
ク
召

uv

上
ゲ
ラ
レ
、
郷
土
・
郷
足
軽
ノ
知
行
‘
神
社
、
偽
寺
ノ
知
行
ヲ
村
地

ト
名
ヶ
、
問
畠
、
木
庭
、
上
上
、
上
中
下
ノ
鹿
ト
、
川
端
山
附
ノ
庭
ヲ

其
ノ
村
ノ
百
姓
ノ
戸
毅
一
－
膝
ジ
テ
、
大
抵
同
ジ
ホ
F
－
－
分
ヶ
、
百
姓
蕗

h

一
二
党
ケ
持
ナ
、
郷
土
モ
小
知
行
ナ
ル
ハ
村
地
ア
受
ケ
持
テ
P

（
陶
山
詞
庵
「
土
殻
談
」
U

・
択
に
公
有
地
は
如
何
に
農
民
に
配
分
せ
ら
れ
た
か
白
問
題
で
あ
る
が
、
と
れ
に
闘
し
て
前
庵
D
「
口
上
覧
書
」
に
は

掛
割
馬
藩
寛
文
の
改
革
仁
つ
い
て

i¥ 
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軒
出
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

「
封
州
D
郷
村
に
四
十
年
以
前
相
定
り
候
格
、
共
村
K

公
役
七
7
・
勤
候
百
姓
誓
ば
舟
人
有
之
候
得
ば
、
共
村
領
分
の
回
昌
木
庭
bz
舟
二
三
に
分

A 

り
置
き
候
格
に
て
御
座
候

（
下
略
）
」

げ
、
共
内
舟
は
其
村
白
百
姓
品
川
人
D
請
込
に
仕
り
、
ニ
ツ
三
ツ
は
村
抱
へ
と
名
付
け
、
村
中
差
寄
り
候
て
同
前
に
致
耕
作
、
余
計
の
地
巴
仕

と
あ
ヲ
て
、
例
え
ば
一
一
一
十
戸
よ
り
成
る
農
村
は
村
内
の
土
地
白
組
べ
て
を
三
十
二
三
に
分
割
し
、
内
三
十
を
各
戸
に
分
配
し
、
残
り
は
村
抱

「
口
上
畳
誓
」
は
正
徳
二
年
の
著
作
で
四
十
年
以
前
は
寛
文
十
一
年
を
指
す

え
地
と
し
て
共
同
耕
作
を
行
う
D
を
原
則
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

も
D
で
あ
る
。
併
し
各
戸
の
耕
地
面
積
は
村
毎
に
多
少
。
相
違
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
－
例
は
松
浦
弾
E
暢
守
の
「
桂
川
答
問
書
」
に
も
見

龍
一

え
て
居
り
、
と
の
問
題
は
未
解
決
の
ま
L
後
代
に
櫨
承
さ
れ
る
と
と
に
怠
る
。

と
の
土
地
分
給
策
は
寛
文
の
改
革
中
最
も
歴
史
的
意
義
D
深
い
．
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
年
代
の
経
過
に
縫
っ
て
如
何
に
費
遷
し
て
い
っ
た
か

は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
と
の
土
地
園
有
制
は
先
歩
内
部
的
に
は
そ
の
土
地
細
分
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
零
細
農
を
木
庭
作
に
向
っ
て
踊
り

立
て
る
結
果
と
な
っ
か
ぜ
剖
馬
の
農
政
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
な
る
よ
う
な
耐
一
棋
を
捜
す
と
と
と
な
り
外
的
に
は
禁
止
さ
れ
た
土
地
質
買
が
法

位
三

を
無
臨
し
て
行
わ
れ
る
に
至
っ
て

l
中
に
は
地
方
役
人
に
し
て
領
村
の
宮
田
を
買
い
取
る
者
さ
え
現
わ
れ
る

i
営
初
は
買
得
さ
れ
た
耕
地
を
浪

牧
し
て
奮
主
に
障
す
と
と
も
行
わ
れ
た
が
、
結
局
こ
白
土
地
公
有
制
は
多
様
た
静
態
を
と
り
な
が
ら
慶
賀
し
て
行
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

比
の
問
題
に
関
し
て
は
一
別
に
具
体
的
史
料
に
基
歩
ー
い
て
論
置
す
る
こ
と
L
し
た
い
。

其
節
之
御
分
ケ
被
成
様
、
十
問
之
何
村
川
現
民
三
十
人
御
座
候
待

パ
、
是
を
民
間
三
十
－
一
被
成
御
分
、
十
一
間
之
何
村
ハ
現
民
一
一
十
五

人
御
座
候
待
パ
民
団
二
十
五
一
一
一
御
分
ケ
被
置
候
故
、
比
村
一
人
之
地

ハ
彼
村
一
人
之
地
と
ρ
多
少
不
同
候
、
見
定
モ
中
ヲ
出
品

p
図
中
之
民
回

卒
均
一
ご
鉱
度
モ
ノ
ヤ
ト
存
候
。
パ
「
桂
川
問
答
書
」
論
民
宿
泊
賦
答
）

寛
文
四
年
甲
辰
ノ
地
分
ケ
以
前
ハ
、
関
畠
モ
木
庭
モ
百
姓
／
持
俸
h

註駐

一
一
テ
、
富
良
作
所
ヲ
’
多
グ
持
ナ
、
地
主
ノ
タ
ナ
キ
品
テ
木
庭
ノ
分
レ

モ
少
ナ
カ

p
u
－
一
甲
辰
ノ
地
分
ケ
以
後
ハ
、
百
姓
一
関
二
作
所
ヲ
諦

持
ナ
、
木
庭
ノ
分
レ
モ
多
ク
成
レ

p
o

（
陶
山
詞
腐
「
詞
庵
文
草
績
集
」
）

寛
文
甲
辰
ノ
前
ハ
富
民
ノ
万
で
並
百
姓
、
下
百
姓
勝
手
ノ
支
タ
ル

時
二
民
レ
ル
地
面
ヲ
賢
策
メ
、
並
百
姓
下
百
姓
ハ
富
民
ノ
作
子
ト
銘



レ
ル
ユ
へ
、
宮
尾
ノ
勝
手
a
p
支
へ
ナ
キ
『
｝
テ
木
廃
ヲ
明
週
サ
ズ
、
作

子
一
亡
警
固
し
て
大
幅
判
官
法
ノ
遇
P
昌
明
ケ
ザ
セ
、
木
庭
ヨ

F
土
沙
石

ノ
涜
レ
下
コ
ト
・
少
ナ
カ

9
ケ
ル
－
一
、
甲
辰
－
一
富
民
将
来
型
ノ
地
面
皆

h
取
上
ゲ
高
成
P
、
並
吉
姓
下
百
姓
マ
デ
大
祇
地
面
ヲ
問
ジ
穏
グ
ツ

請
持
チ
ケ
ル
後
、
d

、
凶
年
ノ
作
得
ノ
不
足
ア
取
n
y
足
ス
ト
テ
、
木
庭

ア
段
そ
’
ト
庚
ク
明
ヶ
、
其
ノ
所
ヨ

p
種
子
二
回
附
ジ
テ
ノ
出
来
ρ
少
ナ

ク
成

p
、
木
庭
ノ
土
沙
石
ノ
大
雨
ノ
時
－
流
レ
下
ル
コ
ト
円
櫓
ジ

ハ
陶
山
詞
庵
「
訪
庵
文
草
積
集
」
）

出
相
方
－
ニ
賢
官
回
戸
御
法
度
事
一
一
一
間
‘
三
回
拾
年
モ
前
之
事
力
、
豊
崎

川
貝
取
供
者
ヨ

F
御
取
上
被
成
、
不
曲
四
本
主
へ
御
還
被
下
、
其
代
銀

大
浦
擢
太
夫
の
失
脚

寛
文
の
改
革
は
近
世
の
樹
馬
に
と
っ
て
そ
D
藩
制
確
立
の
礎
石
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
永
く
後
代
に
櫨
一
放
さ
れ
た
の
み
な
ら

註

ハ
並
之
借
鋪
之
手
形
ユ
シ
テ
、
買
主
へ
渡
ダ
ル
由
、
豊
崎
遜
A
A
A
年

迄
ハ
、
其
時
間
メ
リ
居
H
F

ル
＝
テ
可
有
之
候
へ
共
、
近
年
《
ナ
ト
始

p
e

候
欺
、
然
V
伊
奈
郷
之
様
孟
ハ
有
之
問
致
、
仁
田
ハ
公
然
ト
致
タ
ル

事
一
二
町
、
地
面
司
ノ
多
タ
之
問
責
居
不
申
モ
ノ
・
少
夕
、
田
川
入
ナ

F
之
買

候
ハ
マ
ダ
シ
モ
一
一
而
、
下
知
役
カ
我
領
主
・
之
官
回
タ
買
申
候
、
会
様

之
輩
ハ
御
吟
味
之
上
、
地
行
フ
モ
被
成
御
取
上
候
程
に
殻
峻
之
御
法

を
不
被
設
候
而
ぐ
御
防
相
成
問
穀
・
笠
殿
御
液
計
様
可
有
之
事
ト

常
に
存
候
事
一
一
御
陵
候
（
「
佳
川
答
問
書
」
論
貧
民
私
寅
官
白
容
）

歩
、
改
革
直
後
白
所
謂
天
龍
院
公
時
代
は
劃
馬
の
最
盛
期
と
し
て
今
日
に
記
憶
さ
れ
て
居
る
。

然
る
に
改
革
の
指
導
者
は
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
白
頁
を
賢
現
し
た
瞬
間
に
於
い
て
葬
り
去
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
D
犬
浦
樺
太
夫
の
悲
劇
的
最
後
に
つ
い
て
は
詳
細
な
史
料
を
欠
く
篤
に
従
来
明
確
な
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
居
ら
示
、
殊
に
と
の
事
件

極
め
て
関
難
で
あ
る
。

に
は
多
分
に
悉
意
的
な
性
格
を
持
つ
藩
主
の
意
志
が
決
定
的
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
鞘
に
於
い
て
、
そ
の
兵
体
的
な
事
宣
伝
把
握
す
る
と
と
は

問
題
で
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

併
し
骨
見
交
の
改
革
を
明
ら
か
に
す
る
震
に
は
、
そ
の
主
唱
的
役
割
を
演
じ
た
樺
太
夫
の
人
間
像
L
」
そ
の
隠
史
的
環
境
の
究
明
主
は
不
可
欠
な

を
の
商
か
ら
寛
文
改
革
の
本
質
を
検
討
し
た

u、。

そ
の
意
味
に
従
い
て
樺
太
夫
失
脚
前
後
の
史
料
を
中
心
と
し
て
、

相
割
馬
藩
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

現
在
史
料
の
上
で
樺
太
夫
が
改
革
事
業
か
ら
脆
落
せ
ん
と
し
て
い
る
と
と
が
知
り
得
ら
れ
る
の
は
、
土
地
の
公
牧
白
行
は
れ
た
寛
文
四
年
。

/¥. 



勢
馬
藩
寛
文
の
改
革
に
づ
い
て

7、
四

初
頭
で
、
恐
ら
く
は
藩
制
改
革
D
反
動
の
矯
に
樺
太
夫
が
改
革
に
封
ず
る
自
信
乞
喪
失
し
た
こ
と
が
そ
白
最
大
の
原
因
で
あ
み
う
。

先
歩
以
上
の
事
置
を
物
語
る
も
の
は
藤
堂
高
衣
白
宗
義
民
宛
℃
の
書
一
献
で
二
月
廿
一
日
D
出
来
事
と
し
て
胃
頭
に

「
樺
太
夫
乙
れ
へ
よ
ひ
、
い
か
に
も
念
入
く
わ
し
く
申
開
候
ヘ
ハ
と
く
と
い
か
に
も
／
＼
よ
く
か
て
ん
仕
候
、
唯
今
の
申
様
に
て
ハ
い
か
な

口
い
つ
ハ
り
ハ
申
ま
し
き
と
存
候
」

と
述
べ
衣
に

「
申
様
年
よ
り
共
－
7
甲
き
か
せ
候
ハ
こ
れ
へ
よ
ひ
申
き
か
せ
候
か
ま
し
ユ
て
候
ハ
ん
や

一
我
等
ヲ
以
口
其
元
へ
き
っ
と
っ
か
ひ
ニ
門
官
、
年
よ
り
共
エ
申
き
か
せ
候
か
ま
し
ニ
て
侯
ハ
ん
や
」

と
あ
る
。
と
の
廿
一
日
に
高
衣
が
樺
太
夫
を
膝
下
に
呼
ん
で
詳
し
く
申
し
聞
け
た
と
式
う
の
は
胃
藩
主
議
員
に
向
ヲ
て
辞
意
を
表
明
し
た
D

広
封
し
て
、
義
異
が
高
決
に
慰
留
説
得
方
を
依
頼
し
た
震
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
二
月
廿
五
日
付
の
樺
太
夫
宛
て
の
高
女
書
翰
に
よ
っ
て
知
る
と

と
が
で
き
る
。

ー寸

共
方
ゃ
く
義
事
、
乙
と
ハ
り
を
申
候
由
、
部
馬
守
殿
御
申
開
候
－
一
付
我
等
存
候
段
々
た
っ
て
申
所
に
、

E
う
し
ん
被
申
、
い
つ
ま
で
も

只
今
白
ゃ
く
義
ぜ
ひ
げ
作
入
可
仕
候
回
目
申
別
市
満
足
申
候
、
以
来
い
よ
／
＼
念
入
可
被
申
事

如
此
－
一
割
馬
守
殿
我
等
き
わ
め
申
付
候
上
ハ
と
か
く
義
申
者
ハ
こ
れ
あ
る
ま
し
く
候
、
も
し
何
か
と
申
者
候
ハ

L
L
さ
っ
と
封
馬
守
酸
可

被
申
事

右
か
た
く
う
け
合
申
、
さ
様
に
も
無
之
候
時
ハ
只
今
封
馬
守
践
ニ
や
く
そ
く
如
申
候
一
一
、
共
方
子
共
ぜ
い
は
い
御
申
付
候
様
一
一
た
っ
て

封
馬
守
段
ニ
円
l
l
l川
）
候
へ
と
ハ
リ
マ
申
候
僚
其
武
人
可
被
申
者
也
」

第
二
の
書
翰
に
よ
れ
ば
高
試
の
樺
太
夫
説
得
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
が
、
廷
に
高
次
は
封
島
藩
の
年
寄
宍
を
直
接
に
召
致
し
て
申
し
開
か
せ

る
か
、
或
は
使
者
に
よ
っ
て
年
寄
共
に
そ
の
意
志
を
停
蓮
す
る
必
要
が
あ
ヲ
た
o
即
ち
こ
の
年
寄
共
こ
そ
「
何
か
と
申
す
者
」
で
あ
り
、
樺
太
夫
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及
び
そ
の
事
業
に
謝
ナ
る
塵
泊
者
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
此
白
場
合
樺
太
夫
説
得
。
震
に
は
先
ヂ
一
群
の
上
級
武
士
を
抑
え
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
銭
に
は
「
共
方
子
共
せ
い
は
い
申
付
」
け
る
乙
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
文
意
は
審
ら
か
で
は
な
い
が
、

彼
の
嗣
子
樺
之
助
を
大
目
付
に
任
・
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
輩
固
な
絶
封
的
構
力
を
手
中
に
牧
め
る
必
要
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
も
の
白
如
く

で
あ
る
。

の
は
以
上
白
様
な
経
緯
の
一
つ
の
結
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
置
を
裏
書
き
す
る
も
の
が
三
月
十
八
日
に
行
は
れ
た
大
小
姓
連
判
で
あ
っ
て
・
樺
太
夫
に
劃
す
る
善
一
議
。
批
判
が
禁
墜
さ
れ
て
い
る

聴
て
藩
政
の
重
要
な
部
分
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
重
臣
を
中
心
と
す
る
反
動
勢
力
の
沈
黙
に
よ
っ
て
、
改
革
は
史
に
一
歩
前
進
し
大
規
模
な
主

地
公
牧
が
途
行
さ
れ
こ
れ
を
古
来
地
方
知
行
の
上
に
安
住
し
て
い
た
上
般
武
士
圏
は
最
後
的
打
撃
を
受
け
た
如
く
に
受
取
っ
た
。

彼
等
に
と
っ
て
そ
白
知
行
地
は
皐
な
る
土
地
そ
D
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
停
統
に
基
や
く
そ
の
階
級
的
自
傘
心
円
支
柱
で
あ
っ
た
。
彼
等
は

百
姓
並
み
に
土
地
を
剥
奪
さ
れ
、
百
姓
並
み
に
寅
租
を
負
携
し
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
等
は
と
L

に
於
℃
縮
力
を
結
集
し
て
再
び

静
注

攻
勢
に
轄
じ
藩
主
の
足
下
に
迫
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

註

在
郷
侍
共
江
古
来
工
り
子
細
有
荷
申
付
置
候
知
行
、
或
戸
朝
鮮
陣
之

時
輔
副
功
之
も
の
へ
遣
し
置
候
所
領
d

何
之
差
別
も
な
く
透
と
取
上
百

姓
な
ミ
ワ
ふ

F
銀
ア
申
付
、
地
面
タ
あ
て
物
成
主
柏
さ
せ
候
下
略

〈

）

〈
前
略
）
在
郷
侍
之
知
行
持
従
御
光
施
被
下
置
候
御
剣
形
分
も
な
く
召

上
候
故
、
＋
a
・4
何
茂
及
難
儀
候
事
。

伽
開
局
廻
知
行
之
義
従
前
御
代
地
方
ニ
一
向
被
成
下
候
庭
、
御
蔵
前
よ

り
以
石
国
渡
之
候
υ

然
尖
此
積

P
或
過
分
或
不
足
ζ

一
付
而
人
に
よ
P

迷
惑
之
事
付
御
扶
持
取
之
者
も
遁

aa御
扶
助
不
直
し
て
、
御
扶
助
直

P
候
者
同
前
之
役
儀
相
動
候
故
、
旦
定
叉
及
迷
惑
候
事
＠

〈

、J

か
く
て
「
樺
太
夫
支
配
」
は
再
び
動
揺
せ
ぢ
る
を
得
な
い
こ
と
L
な
。
、
救
援
が
藤
堂
高
次
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
使
者
平
林
涜
兵
衛
が
主
君
の

封
馬
藩
寛
文
の
改
革
に
ワ
い
て

五
月
一
日
付
樺
太
夫
宛
て
書
献
を
持
参
し
た
時
は
既
に
牧
拾
心
つ
か
な
い
献
態
に
あ
り
平
林
は
這
々
の
体
で
封
馬
を
立
ち
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら

八
五
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数
馬
藩
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

八
六

な
か
っ
た
。

此
の
般
態
は
震
直
等
の
時
在
的
抵
抗
の
表
面
化
と
藩
主
が
樺
太
夫
陀
封
ず
る
信
頼
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
た
も
の
で
、
就
中

後
者
に
あ
っ
て
は
樺
太
夫
一
つ
主
君
に
叫
制
す
る
諌
一
宮
口
が
そ
の
直
接
の
原
岡
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
推
測
し
得
る
諌
言
。
内
容
は
、
義
民
の
犬
沼
と
浪
費
に
関
す
る
も
白
で
あ
る
が
、
積
，
局
的
な
性
格
で
宋
だ
血
気
の
君
主
が

（
寛
文
四

年
＠
サ
六
歳
）
、
と
の
と
も
す
れ
ば
外
力
を
借
り
て
自
由
を
束
縛
せ
ん
と
す
る
臣
下
に
時
間
惑
の
情
を
懐
く
よ
の
に
な
っ
た
こ
と
は
樺
太
夫
に
と

っ
て
致
命
的
な
監
扶
O
端
緒
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

言主

一
、
野
鳥
守
殴
年
若
一
一
候
故
、
小
姓
共
懇
に
被
致
候
、
加
様
昌
一
向
ハ

金
銭
等
遣
す
た
り
多
可
有
之

E
存
、
先
日
異
見
候
へ
ハ
工
｛
A
ロ
黙
被

致
候
故
権
大
宍
存
候
一
も
能
主
君
忍
持
令
満
足
尚
由
候
（
下
賂
）

（
熊
堂
大
関
申
書
欺
）

か
つ
て
快
く
容
れ
ら
れ
る
か
に
み
え
た
諌
言
も
、
今
は
聞
か
れ
や
樺
太
夫
常
四
面
楚
歌
と
な
っ
た
時
、
情
勢
。
《
察
し
た
藤
堂
高
試
の
使
者
が

来
春
を
期
し
て
退
陣
せ
よ
と
の
指
令
を
費
し
た
。
樺
太
夫
は
最
後
三
顧
み
と
す
る
年
来
の
擁
譲
者
に
伎
の
窮
献
を
訴
え
ん
と
し
、
費
時
肌
な
書
記

役
俵
忠
右
衛
門
に
筆
記
せ
し
め
た
が
、
忠
右
衛
門
は
そ
の
一
通
を
秘
か
に
か
く
し
こ
れ
乞
老
臣
に
提
出
し
た
。
共
の
内
容
が
封
馬
藩
君
臣
上
下

註 。
非
建
を
列
車
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
常
然
と
云
え
よ
う
。

前
略
先
一
品
宵
？
も
如
市
と
か
《
共
方
苧
《
mu
一
本
ハ
勾
き
可
申
、
其
方

や
｛
仕
候
内
ハ
何
か
正
申
ふ
ん
た
へ
申
ま
し
く
候
、
封
馬
守
殿
た
め

主
き
様
ユ
仕
候
へ
丹
、
比
八
段
め
ん
／
＼
の
て
ま
へ
も
と

P
L
の
ζ

E

く
に
な
ら
ぬ
ゆ
へ
一
一
き
ら
い
市
と
ミ
へ
候
下
限

ハ
ヰ
し
月
品
川
日
付
藤
堂
高
次
筆
大
浦
穣
太
夫
宛
骨
骨
扶
）

此
属
に
至
れ
J

て
藩
主
の
態
度
が
俄
か
に
硬
化
し
た
も
の
の
如
く
そ
の
意
味
に
於
て
、
乙
h
J

一
俵
忠
右
衛
門
の
樺
太
夫
え
の
裏
切
り
は
導
火
線
え

の
賠
火
と
な
っ
た
も
の
と
憶
測
さ
れ
る
。

藤
堂
高
次
の
救
援

針
路
に
波
法
し
た
家
区
一
今
林
の
師
着
に
よ
う
て
、
事
態
の
逼
抱
一
乞
知
り
得
た
藤
堂
高
次
は
、
樺
太
夫
救
援
の
震
に
十
九
箇
艇
よ
り
成
る
質
問
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書
b
L
封
馬
D
家
老
等
に
封
し
て
詮
っ
て
居
る
。
こ
の
質
問
蓄
は
封
馬
D
現
地
に
於
け
る
改
革
に
闘
し
て
は
簡
れ
て
い
な
い
が
樺
太
夫
の
業
績
。

る
一
貌
を
一
が
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
、
先
歩
先
代
義
成
の
治
世
以
蕊
小
身
者
な
る
に
係
ら
や
路
大
な
藩
債
白
露
置
を
行
っ
た
樺
太

夫
の
手
腕
を
認
め
、
納
戸
銀
の
操
作
に
よ
っ
て
牧
経
を
奉
げ
、
金
銭
差
引
き
手
っ
か
え
無
（
慮
置
し
来
っ
た
功
績
、
柳
川
事
件
、
朝
鮮
貿
易
え

。
寄
輿
の
無
闘
し
得
な
い
こ
と
、
を
述
べ
．
七
箇
年
間
家
老
等
が
樺
太
夫
白
露
す
析
を
無
詩
に
傍
観
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

藩
主
の
意
を
体
し
た
此
等
白
家
老
等
が
陳
排
こ
れ
努
め
た
返
幸
一
日
玄
詮
つ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
殆
ん

E
反
艇
の
掃
の
反
駁
に
す
ぎ
や
、
又
九
月

廿
二
日
重
臣
等
克
人
の
藩
主
に
提
出
し
た
健
夫
夫
に
劃
す
る
取
り
調
べ
は
御
克
子
高
で
る
り
、
か
く
白
・
如
き
翠
態
才
一
招
い
た
の
は
ひ
と
え
に
我

等
油
断
に
相
極
り
候
と
云
う
論
旨
の
言
上
書
も
極
め
て
生
彩
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

前
越
し
た
高
次
の
質
問
警
に
「
樺
太
夫
段
k

無
調
法
之
義
英
方
を
初
め
家
者
共
存
じ
寄
り
之
れ
無
く
、
七
ヶ
年
迩
差
し
延
べ
申
し
俣
ハ
人
な

し
な
る
と
樺
太
夫
常
々
申
し
候
」
と
あ
る
如
く
、
老
臣
に
有
能
な
る
人
物
b
L
欠
い
て
い
た
こ
と
が
、
樺
太
夫
の
活
躍
を
許
す
要
因
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。

擢
太
夫
の
刑
死

現
地
を
離
れ
た
藤
堂
。
救
援
は
隔
靴
損
惇
の
憾
み
を
負
れ
や
1

・
峻
烈
な
樺
太
夫
え
D
迫
求
が
開
始
さ
れ
た
。
藩
の
「
日
々
記
」
に
よ
る
と
八

註 月
五
日
頃
迄
は
樺
太
夫
が
委
託
さ
れ
た
納
戸
銀
白
利
潤
を
上
納
し
て
居
る
な
ど
平
穏
な
蹴
態
で
あ
る
が
、
九
月
に
至
っ
て
事
情
は
急
同
盟
し
た
。

大
浦
樺
太
夫
奔
倍
仕
置
候
御
納
戸
銀
、
利
を
く
わ
え
忽
而
二
千
拾
六

貫
五
百
七
匁
一
分
五
庫
、
内
十
六
賞
五
百
七
匁
一
分
五
P
ン
ハ
搭
太

夫
今
日
上
納
仕
ル
、
残
ヲ
或
千
貫
目
川
大
浦
纏
太
夫
方
へ
御
渡
被
霞

候
問
、
御
高
責
ふ
り
ま
わ
し
、
利
主
附
年
々
一
ニ
苧
よ
候
様
一
一
、
と
被
仰

付

（

「

日

々

記

」

寛

文

四

年

五

月

八

日

）

査
察
は
主
と
し
て
経
理
面
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
が
同
じ
く
「
日
々
記
」
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
、
十
月
晦
日
に
は
棄
星
院
座
敷
牢
に
投
ぜ
ら
れ
る

に
至
る
の
で
あ
る
。

（
以
下
「
日
k

記
」
に
操
る
）

翌
十
一
月
一
日
に
は
樫
太
夫
D
四
筒
D
帳
箱
が
運
ば
れ
、
十
四
日
に
は
京
都
堺
の
商
人
か
ら
の
返
信
が
、
十
七
日
K
は
そ
れ
等
商
人
白
手
代

封
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

/¥ 

七
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数
馬
藩
寛
交
の
改
革
に
つ
い
て

A 
/¥ 

が
到
荒
す
る
。

註

長
崎
表
数
年
以
前
工
哲
之
御
借
銭
之
義
漂
白
穣
太
夫
へ
御
等
被
成
候

慮
申
上
侯
で
京
大
阪
同
然
成
山
肌
品
仕
置
候
由
営
ニ
申
候
故
、
左
藤

仕
置
候
哉
と
被
思
召
上
候
庭
、
今
朝
波
多
野
新
助
ヲ
以
擢
太
夫
へ
様

子
御
零
被
成
候
候
へ
ハ
、
樫
太
夫
申
候
は
近
付
長
崎
之
儀
も
上
方
同

然
に
成
崩
ニ
一
川
市
定
主
存
候
故
、
賞
年
穏
下
候
ハ
マ
英
語
之
巻
物
差

上
口
御
見
せ
被
成
候
僚
・
是
も
頓
而
長
崎
へ
萱
人
差
添
被
申
、
如
何

様
共
営
尾
能
晶
体
ニ
可
被
成
思
召
候
、
権
大
失
方
よ
m
p
之
書
物
月
呑
寺

田
一
郎
兵
衛
方
へ
預
ケ
被
且
民
主
の
御
窓
也
ハ
「
日
々
記
」
十
月
廿
八
日
）

斯
く
し
て
得
ら
れ
た
資
料
に
基
い
て
文
書
に
よ
る
等
聞
が
寛
文
四
年
十
二
月
末
超
行
わ
れ
、
翌
寛
文
五
年
二
月
九
日
大
浦
樺
太
夫
以
下
六
人

が
「
組
打
首
」
に
鹿
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
日
盛
刑
に
先
立
っ
て
家
中
侍
に
謝
し
て
「
大
浦
樺
太
夫
重
科
之
御
僚
警
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

大
浦
樺
太
夫
重
科
之
御
焼
書

ζ

D

係
書
は
必
や
し
も
公
正
法
る
性
格
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
論
旨
を
要
約
す
る
と
、
先
づ
そ
の
第
一
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

は
所
謂
年
寄
共
を
無
鵡
し
た
濁
裁
に
非
難
の
矢
が
向
け
ら
れ
、
嫡
子
樺
之
助
乞
犬
目
付
と
し
た
こ
と
は
そ
の
非
を
憶
さ
さ
ん
が
震
の
策
で
あ
る

と
さ
れ
、
叉
経
理
上
D
私
的
、
四
位
恩
を
実
り
、
惑
に
気
に
入
ら
ざ
る
者
を
罪
科
に
麗
し
に
と
と
、
無
根
の
事
賞
を
藤
堂
高
次
に
惇
え
ん
と
し
て

額
わ
れ
た
こ
と
が
列
血
帯
さ
れ
て
あ
る
が
、
改
革
の
結
果
に
関
し
て
は
在
々
百
姓
に
艶
し
て
所
務
を
辛
〈
申
し
付
け
、
在
郷
侍
の
知
行
と
知
行
闘

係
白
文
書
た
召
し
上
げ
た
こ
と
、
御
馬
姐
の
地
方
知
行
乞
捕
前
知
行
陀
切
り
換
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
慌
乱
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
非
難
に
封
し
て
樺
太
夫
が
如
何
に
増
明
す
る
か
は
と
の
事
件
の
異
相
を
知
る
上
に
欠
く
べ
か
ち
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
D
意
味
に
於

い
て
彼
れ
が
そ
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
詩
、
高
堂
高
弐
に
偉
え
ん
と
し
て
果
さ
な
か
っ
た
書
般
を
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
文
書
は
寛
文
四
年
十
月
十
七
日
の
日
付
乞
有
す
る
も
の
で
、
藤
堂
家
。
家
臣
小
野
藤
右
衛
門
に
宛
て
ら
れ
て
居
る
。

樺
太
夫
部
審
債
整
理
に
登
場
す
る
以
前
に
於
け
る
京
大
坂
堺
江
戸
長
崎
闘
元
之
借
銀
並
び
に
買
懸
り
銀
は
綿
計
六
千
百
十
七
員
七
百
五
十
七

匁
訟
で
、
常
時
家
中
の
年
寄
共
は
借
銀
及
び
利
足
の
高
も
知
ち
ゃ
負
債
泊
却
。
手
立
て
に
閲
し
て
も
何
等
篤
す
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
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樺
太
夫
の
努
力
に
よ
っ
て
礎
銀
は
現
在
千
四
百
九
十
六
貫
儀
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
納
戸
銀
の
操
作
に
上
九
J

て
八
百
六
拾
八
貫
録
。
利
潤
を
翠
げ
て
藩
主
一
家
の
財
政
を
助
け
来
っ
た
。

老
臣
北
パ
は
樺
太
夫
の
事
政
に
よ
っ
て
町
人
が
行
き
詰
っ
た
と
絹
す
る
が
、
町
人
の
窮
乏
は
近
年
二
回
D
大
火
に
基
ボ
く
も
の
で
あ
り
、
之
れ

に
劃
し
て
は
沼
地
境
或
は
賃
銀
を
輿
え
る
等
の
手
段
に
よ
っ
て
救
済
策
を
講
ビ
、

E
つ
藩
有
の
船
舶
を
掛
い
下
げ
ろ
等
町
人
廿
改
革
白
露
に
被
害

を
受
け
た
も
の
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
ロ

農
民
が
樺
太
夫
の
仕
置
に
よ
っ
て
疲
鉢
し
た
と
年
寄
共
の
中
か
ち
申
立
で
あ
る
も
近
頃
の
民
村
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
民
は
近
年
の
仕
置
を
惑

い
と
は
考
え
や
、
以
前
は
公
役
の
得
に
年
附
四
五
十
度
も
府
内
に
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
今
で
は
漸
く
七
八
度
に
減
少
し
た
か

ち
安
ん
じ
て
耕
作
に
従
事
し
得
る
し
，
現
物
納
を
金
約
に
切
り
換
え
た
こ
と
亦
長
品
乞
幸
い
し
て
い
る
ψ

家
中
馬
姐
り
の
者
共
も
以
前
は
地
方
で
漸
く
五
百
円
六
百
回
宛
の
貢
租
を
得
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
約
震
貫
目
を
輿
え
ら
れ

て
居
り
、
家
中
よ
り
非
難
さ
れ
る
と
と
は
強
想
せ
ら
れ
な
い
。

年
寄
等
は
財
政
窮
乏
の
現
記
何
故
定
平
へ
の
加
増
を
行
っ
た
か
と
論
難
ず
る
け
れ
ど
も
、
と
れ
ば
従
来
隠
れ
た
る
財
泊
に
よ
っ
て
賢
施
し
た

も
の
に
過
ぎ
や
、
他
問
者
に
五
貫
十
貫
と
貸
興
し
て
い
る
と
の
風
間
あ
る
彼
等
の
言
と
し
て
は
積
め
て
矛
店
せ
る
も
の
と
一
言
は
ぬ
ば
な
ら
な
い

と
樺
太
夫
は
主
張
す
る
。

樺
太
半
へ
の
詩
明
を
み
る
に
経
理
に
閲
し
て
は
数
字
を
翠
げ
、

集
注
さ
れ
た
攻
撃
に
謝
す
る
反
駁
も
説
得
力
あ
り
傑
理
D
遇
っ
た
も
の
で
あ

る
。
藩
営
局
の
「
一
っ
と
し
て
申
し
開
き
た
る
儀
こ
れ
無
く
」
一
首
尾
合
い
慢
性
同
会
日
っ
て
こ
れ
無
し
」
と
一
式
う
が
如
、
き
高
匪
的
判
決
文
は
と
れ
に

比
し
て
全
く
無
内
容
で
あ
る
と
言
む
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
c

史
料
の
ヒ
で
は
樺
太
夫
が
多
分
に
不
幸
な
る
犠
牲
者
た
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

結

モヨ正
日司

封
需
品
洛
寛
文
の
改
革
は
そ
の
本
質
一
と
後
代
え
の
影
響
の
黙
に
於
い
て
、
精
検
討
白

地
を
存
し
、
叉
問
題
の
深
さ
と
錯
雑
し
た
長
い
期
聞
に

封
馬
落
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

戸、

九
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数
馬
落
覚
丈
の
改
革
に
円
J

い
て

九
0 

亘
る
史
料
。
慮
理
を
経
な
け
れ
ば
結
論
に
到
蓮
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
語
に
得
た
史
料
の
中
で
大
浦
樺
太
夫
の
失
脚
に
闘
す
る
も
0
4
4

一
躍
纏
ま
り
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
改
革
P
L

逆
に
破
綻
白
面
か
ら
先
イ
考
察
せ
ん
と
し
た
も
の
が
こ
D
小
論
で
あ
る
。

要
す
る
に
擢
末
夫
心
夫
脚
は
多
分
に
藩
主
心
感
出
と
一
五
う
が
如
答
過
然
的
要
素
に
左
右
さ
れ
、
現
存
す
る
史
料
に
乏
し
い
詩
に
《
叫
浪
落
。

理
由
は
必
4
y
し
も
明
確
で
な
い
。

併
し
J

植
木
一
瓦
失
脚
に
且
接
に
旦
ハ
J

最
も
手
さ
，
t
作
崩
し
た
も

ω
は
．
彼

ω行
ハ
J

た
拭
革
え
の
反
動
で
Jb
り‘

低
が
局
副
な
単
備
U
後
に
得
た

強
構
が
留
に
能
刀
の
院
副
作
に
達
し
た
こ
と
が
挫
折
。
決
定
的
な
理
由
で
あ
っ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
．

樺
太
夫
登
場
嘗
時
の
落
。
支
配
機
構
は
全
く
弱
躍
で
、
擢
臣
等
は
最
後
迄
事
態
を
政
争
の
形
に
持
ち
込
む
こ
と
す
ら
魚
し
得
な
か
っ
た
程
度

に
無
力
で
あ
っ
た
。

市
か
も
樺
太
夫
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
早
急
の
措
置
を
要
す
る
藩
債
整
理
に
始
ま
り
、
検
地
1
i
一
時
制
改
革

ω如
く
兵
農
分
離
乞
J

送
球
す
る
重

要
な
問
題
、
更
に
土
地
制
度
。
大
規
模
な
改
革
等
中
世
以
来
累
積
さ
れ
た
．
而
し
て
封
罵
藩
が
近
世
大
名
と
し
て
更
生
す
る
震
に
解
決
を
迫
ら

れ
て
い
る
問
題
を
麗
理
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

然
る
に
樺
太
夫
は
元
来
大
坂
繍
屋
敷
O
小
吏
で
、
最
後
に
於
い
て
も
高
七
石
の
ん
身
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
改
革
の
前
提

と
し
て
先
守
強
擢
の
樹
立
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
詩
に
は
十
分
の
努
力
が
梯
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
獲
得
し
た
濁
裁
縫
カ
の
機
構
は
極
め
て

単
純
に
し
て
関
カ
な
き
も
の
で
、
所
詮
長
期
に
亘
っ
て
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
友
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

乙
白
弱
撞
政
権
が
藩
主
を
背
景
と
す
る
と
は
言
え
、
前
人
未
到
の
犬
手
術
を
縦
横
に
開
始
し
、
そ
心
静
響
が
品
曜
に
は
そ
の
身
分
的
経
済
的
基

礎
に
も
波
及
す
る
に
及
ん
で
藩
の
上
士
等
は
迭
に
反
撃
の
矯
に
結
束
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
樺
太
夫
の
揺
す
と
こ
ろ
は
腫
史
の
否
定
で
あ

り
も
封
建
枇
舎
の
本
質
と
矛
盾
す
る
性
格
を
持
つ
も
白
で
あ
ろ
。
帆
先
の
動
功
に
よ
っ
て
体
承
し
泰
山
J

た
知
行
地
か
ら
円
移
住
を
強
制
さ
れ
る

と
と
が
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
容
易
に
想
像
し
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
樺
太
夫
の
積
極
政
策
に
よ
っ
て
、
間
合
侍
等
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の
経
験
川
範
閣
を
越
え
た
切
し
い
世
界
が
繰
り
擁
げ
ら
れ
と
と
に
封
す
る
危
唄
の
念
も
亦
司
賓
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
俊
等
に
よ
っ
て

童
日
か
れ
た
樺
太
夫
開
設
の
記
録
に
「
寓
事
を
取
り
ひ
ら
げ
華
麗
な
る
差
引
」
を
行
っ
た
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
改
革
の
進

行
に
伴
っ
て
現
わ
れ
る
彼
等
に
と
っ
て
諜
測
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
新
し
い
世
界
に
劃
す
る
恐
怖
が
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
樺
太
夫
は
封
建
枇

舎
白
支
柱
た
る
歴
史
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
葬
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

，
次
に
樺
太
夫
の
人
間
像
が
こ
の
改
革
に
如
何
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
を
眺
め
て
み
た
い
。
前
述
の
如
く
樺
太
夫
の
品
、
自
は
小
財
吏
に
す
ぎ
ヂ

或
い
は
彼
は
も
と
大
坂
通
い
D
小
商
人
で
あ
っ
た
と
も
倖
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
彼
〉
改
革
に
関
す
る
着
想
は
こ
D
庶
民
的
身
分

に
よ
る
鰹
験
と
、
上
園
に
在
っ
て
時
代
の
気
運
を
洞
察
し
得
た
こ
と
と
に
基
A
Y
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

設

浅
川
伯
敬
氏
「
釜
山
窯
左
封
州
宮
市
」
更
に
同
警
に
は
擢
太
夫
が
貿
易

御
免
の
封
馬
山
特
典
を
主
く
利
用
し
・
敏
速
に
種
々
の
貿
易
な
行
円
J

て
政
盆
を
拳
げ
た
と
と
、
初
診
千
六
燥
を
箱
仁
入
れ
、
上
に
朝
鮮
人

品

9
b
z

一
列
に
並
ぺ
表
面
左
見
せ
、
直
ち
に
巌
一
封
し
た
も
の
を
堺
、
大

阪
η
商
人
に
質
へ
し
て
貿
易
の
費
金
の
獲
得
を
策
し
た
と
一
去
ら
所
俸

が
記
さ
れ
て
い
る
。

樺
太
夫
の
才
幹
白
木
質
に
は
こ
の
小
吏
根
性
に
基
ヂ
く
営
利
的
精
神
が
常
に
結
び
付
い
て
居
り
、
彼
が
多
く
大
阪
蔵
屋
敷
を
控
壷
と
し
て
活

躍
し
て
居
る
の
も
、
器
庫
の
資
金
或
は
納
戸
銀
を
最
大
限
に
利
殖
す
る
こ
と
を
重
闘
し
て
い
た
矯
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
Q

併
し
こ
の
事
賓
と
彼

が
「
山
林
間
畑
の
利
を
閑
却
し
末
利
に
走
っ
た
」
と
去
む
れ
つ
L
も
精
劃
期
的
な
土
地
公
有
化
及
び
蘇
制
改
革
の
犬
事
業
と
を
並
せ
行
っ
た
こ

と
は
畳
純
に
理
解
し
難
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

叫山一革
h
q

職
選
し
た
も
の
の
衣
質
除
問
息
数
で
あ
り
、
改
叢
そ
の
も
の
は
婿
敷
帽
し
ホ
ち
駐
陀
於
い
て
此
の
問
額
は
突
慨
持
で
あ
ろ
。
世
に
今
は
一

つ
D
試
論
を
以
て
一
論
と
し
て
な
き
た
い
。

寓
出
市
中
見
文
の
時
代
は
会
図
的
た
藩
制
確
立
の
時
代
で
あ
っ
て
、
と
の
趨
勢
九
一
、
開
史
的
必
然
慢
な
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
ん
）
は
、
同
型
同
程
の

改
革
が
先
進
地
た
る
と
後
進
地
た
る
と
を
内
は
や
相
ア
い
で
行
b
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
Q

位
一

例
宮
稿
同
藩
に
＆
る
な
ち
ば
寛
文
に
次
ぐ
延
費
元
年
に
給
入
来
地
の
自
分
支
配
が
停
止
さ
れ
園
中
物
成
の
卒
均
化
が
行
わ
れ
て
居
り
支
藩
た
る

針
馬
落
寛
文
の
改
草
に
づ
い
て

ブL
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数
馬
落
寛
丈
ρ
政
章
？
に
つ
い
て

大a

秋
月
藩
に
於
い
て
も
同
年
御
家
中
二
千
石
以
下
D
給
知
分
集
取
立
代
官
が
設
け
ら
れ
て
居
る
唱

霊主

「
栗
田
新
領
家
盟
問
」

「
伊
丹
家
記
録
」

註

「
長
童
会
御
代
之
記
」

叉
高
治
一
五
年
柳
川
藩
が
知
行
来
を
蔵
米
に
改
め
て
居
る
等
（
「
柳
川
年
表
」
〉
諸
藩
が
家
臣
の
現
地
支
配
を
停
止
し
て
藩
直
轄
地
と
し
司
樺

カ
の
集
中
を
園
り
つ

L
枕
源
を
確
保
し
、
旦
っ
こ
れ
に
附
随
し
て
諸
穐
の
財
政
建
℃
直
し
策
を
賢
施
す
る
こ
と
は
常
時
の
支
配
的
傾
向
で
）
云

わ
ば
此
の
時
代
的
傾
向
が
楳
太
夫
に
味
方
し
に
の
で
あ
り
、
且
ハ
J

改
革
の
方
向
を
も
決
定
し
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
ざ
る
と
こ
る
で
あ
る
。

更
に
高
治
寛
文
年
代
は
一
般
化
せ
る
内
政
危
機
に
封
醸
し
て
理
想
主
義
的
な
農
政
理
論
が
昂
揚
さ
れ
た
時
代
で
、
同
じ
く
土
地
均
分
政
策
で

あ
る
池
田
光
政
の
井
団
法
の
如
き
が
寛
文
十
一
年
度
に
於
い
て
行
か
れ
て
い
る
と
と
は
そ
の
顕
著
な
一
例
で
あ
る
が
、
封
馬
藩
の
改
革
に
於
い

て
不
安
な
政
樺
白
下
に
極
め
で
困
難
な
る
土
地
政
策
が
進
行
さ
れ
得
た
の
は
、
か
L
る
外
力
の
影
響
を
無
鵡
し
得
な
い
も
の
で
あ
れ
り
、
と
の
時

流
に
来
歩
る
こ
と
に
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
樺
太
夫
の
改
革
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

格
り
に
史
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
宗
武
芯
氏
、
調
馬
に
於
い
て
御
助
力
を
い
た
ど
い
た
鹿
島
由
己
先
生
、
津
江
篤
郎
議
伯
及
び
九
州
の
近

世
庶
民
史
料
調
査
を
指
導
さ
れ
、
論
文
作
製
の
機
株
を
興
え
て
下
さ
ヲ
た
森
克
己
博
士
の
諸
誌
に
劃
し
て
、
深
く
聞
学
恩
乞
感
謝
す
る
。
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The Reform of Tsushima Clan ~~fi m t:he 4th year of 

Kan bun j[ ,C ( 1664,A. D.) 

By M. Higaki. 

An epoch-making reform was performed in the Tsushima Clan before 

and after 1664. The leader, named Gondayu Oura ::fdre~::t:::1c, was only a 

samurai of a low-birth, but it was he who carried out the nationalization 

of land for peasants, and the abrogation of governing land and fief-system 

for samurais. Moreover, he made samurai's payment come directly from 

Daimyo Treasury. These were all indeed important solutions of fund,imental 

proble111s in those days. Nevertheless, next year following this reform, 

Oura had to resign. Yet his achievements meant not only a solution of 

problems for establishing the recent feudalism, but also, in its real sense,· 
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an important event to show the direction of the development of Japanese 

modern history. In this article, I hope to clear up the reason why he had 

to fall, especially by the materials illusting its tragical end. 
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